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研究の概要

1　研究プロジェクトの目的・意義及び計画
の概要

　本研究の目的は、考古学、歴史学、民俗・人類

学と法学あるいは工学系環境デザインといった学

問分野の協働研究体制のもと「1 万年という長期

的タイムスパン、その歴史社会的コンテキストの

上に 21 世紀型集住の再生、創出理念の構築を図

る」ことにあった。本研究センターは、過去 2 期

10 年間にわたり、オープン・リサーチ・センター

整備事業「東アジアのなかの日本文化に関する総

合的な研究」と「東北地方における環境・生業・

技術に関する歴史動態的総合研究」を実施してき

た。これらのプロジェクトでは日本文化の東アジ

ア地域における地位を追究し、後者では、考古学、

歴史学、民俗・人類学という三学協働体制のもと、

環境・生業・技術といった具体に着目し、東北地

方を中心に人々の環境への社会文化的適応プロセ

スの把握に努めた。今回のプロジェクトはこれら

の成果を踏まえ、「集落」として人が集い暮らす

ことの意味と機能をより鮮明に捉え、過疎・高齢

化および居住の流動化社会における共同体創出の

ための新たな理念構築を目指した。ここでいう理

念とは、人々が合意可能で、了解できる集住、集

落形成の意味付けに他ならない。「伝統的」農山

漁村において基盤生業であった農林水産業やこれ

に立脚した家制度（家の相続形態）、集落自治の

変容、あるいは地方寺社の統合など、従来の集落

やより広域的な地域社会で人々の結束を支えてき

た生活要素に大きな変化が生じているなかで、そ

の作業は喫緊である。

　研究においては各学問分野で互いに共通理解可

能な資料の提示と相互連関が求められた。その

キーは〈集住、居住、集落〉場所性であった。当

然、そこには生き方（生業のあり方）との関係が

現れるわけであり、社会構造や生業技術構成も関

わることになる。つまり極めて複雑な関係の総体

としての集住、居住、集落ということになる。ま

た、このような複雑な総体をいかに具体的な資料

化へと導くかという問題も生じてくる。これにつ

いては、本学が芸術系大学であるという特色を活

かし、視覚的に把握可能なより開かれた資料作り

を心掛けた。

　本プロジェクトでは、これらの理念の提示と同

時に、地域再生の担い手（地域の相続者）を育成

するという実践的課題にも挑戦した。すなわち、

PD や RA、その他学生たちの研究調査活動への積

極的参画を促し、東北文化研究の発展に不可欠と

なる若手研究者の育成を同時に行うことでポスト

過疎時代の「若者たちの東北」の実現を目指した。

　5 年間のプロジェクト期間のうち、1 年目から

3 年目までを基礎研究期間、4・5 年目を応用研究

期間とし調査研究活動を推進した。基礎研究期間

には、考古、歴史、民俗・人類の 3 班に分かれ、

国内外の集落を対象に歴史社会研究に取り組ん

だ。また同時に、地域再生の担い手育成や、地域

づくりへの学術成果の活用方法を探る実践的研究

に着手し、プロジェクト期間全体で軌道に乗せた。

後期の応用研究期間には基礎研究を補足的に継続

しつつ、各班の研究成果の統合へと軸足を移した。

その際、法学あるいは工学系環境デザインの専門

家とのコラボレーションも図り、歴史社会研究の

成果を現代社会で了解可能な理念構築へとつなげ

た。

　基礎研究期間には、3 つの学問分野ごとの班を

活動の基本単位とし、適宜、班を横断した共同研

究も実施した。さらに、先史時代を主対象とし自

然環境を軸に人類史規模での集住のあり方を考究

する「環境史研究」（本報告書では「先史～古代

の人々の集住に関する地域密着型研究」）と、中

世以降現代までを主対象に、自然のほか政治・経



－ 6 －

済的環境をも重視して集住の動態を追究する「地

域比較研究」という二つの研究テーマを設定した。

前者には考古班、後者には歴史班、民俗・人類班

が主に従事した。

　一方、地域再生の担い手育成などを図る実践的

研究を「地域資源活用研究」とし、記憶や古写真、

戦前絵はがきなどを地域資源と位置づけ地域づく

りへの活用方法を探った。その活動は環境史研究

や地域比較研究とも連動しており、PD・RA や大

学院生・学生にも積極的参画を促し、地域の諸課

題解決に向け主体的に取り組み、地域再生の牽引

者となってゆく若い人材の育成を図った。

　なお、当初は地域比較研究、環境史研究、地域

資源活用研究を、上述した三班の連携的な活動単

位（ユニット）として設定していたが、実際の活

動面で煩雑さが生じたため、3 年目から活動単位

は班のみとし、上記の 3 区分はそれぞれ研究テー

マの区分に置換した。

2　研究組織

　本プロジェクトは田口洋美を代表・総括とし、

学内外の研究者計 24 名からなった。基本的には

学問分野ごとの 3 班に分かれ調査研究を推進した

が、テーマや対象地域により班を横断した共同研

究を実施した。各班の研究内容は、月に数回の学

内会議や年に 1、2 回の全体研究会などで情報共

有と研究計画の調整を図った。2 年目は RA で、3

年目より PD として参画した佐藤未希は洋画領域

を専門とし、視覚的資料制作その他の研究活動に

従事した。同じく洋画領域を専門とする大学院生

若干名からも適宜、調査への参加や視覚的資料制

作などの協力を得た。社会人大学院生である守谷

英一には研究協力者として調査その他での協力を

得た。本学大学院出身の井筒桃子が絵はがき・古

写真アーカイブス関連作業の中心的な担い手と

なった。その他にも学内外の複数名の研究協力者、

大学院生から本研究での諸活動に際して協力を得

た。さらに、考古班による環境史研究では、八戸

市域を対象とした調査・研究を、現地の是川縄文

館との密接な連携のもと進めたことが、組織運営

上の特筆事項といえる。

3　研究成果の概要

１．環境史研究および地域比較研究

（1）環境史研究

　環境史研究として考古班では、八戸市一帯を対

象とし過去一万年間にわたる人々の集住（集落）

に関する歴史動態研究、ならびに河川流域を単位

とした遺跡群の比較研究を推進した。調査上の都

合により縄文社会研究と古代社会研究とに区分し

たが、両者は連携的な関係にある。

　1 年目の縄文社会研究では、「集落の歴史動態

研究」として、八戸市において 2 年目以降、本格

的な調査を行う準備のための班員検討会を開き、

フィールド調査の企画、関係諸機関との調整、情

報収集を行った。具体的には、GIS を活用した八

戸市域の縄文集落遺跡データベース作成に向けた

準備を開始した。その他に環境史・集落遺跡の実

地調査を計 3 回行った。古代社会研究でも検討会

を開き、古代竪穴建物を中心とした遺跡情報、地

形的・環境的情報の集成に着手した。

　2 年目は長井が加わり研究レベルが向上した。

縄文社会研究では遺跡データベ―ス作成に向け

た研究会の開催や遺跡集成に向けた 4 度の検討会

を行った。そして①参加メンバーが相互利用可能

な「研究データベース」、②八戸市の遺跡発掘最

新情報を網羅的に捉えるための「管理データベー

ス」の作成に着手して、関連データベースモデル

を構築した。その中間的成果を八戸市民に公表す

るため、公開講座を開催した。一方、古代社会研

究ではデータベースの構築により 5 世紀後半から

11 世紀までに 5 度の集落動態の画期を明らかに

した。立地に関しても 7 世紀と 9 世紀後葉に変化

が見られることを明らかにしている。また今年度

からは、山形県高畠町日向洞窟遺跡群の考古学的

調査（発掘）も実施し、縄文草創期における人々

の集住形態と環境との関係に関する研究にも着手

した。この調査には学内外の多数の学部生・院生

や本学卒業生が参加した。

　3 年目は、前年度からの基礎研究を継続させる

と同時に、応用研究を見据え、新たに流域比較研

究を立ち上げた。具体的には三面川流域、津軽ダ

ム、小又川流域、最上川流域の広域比較を目的と
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しており、今年度は研究集会を開催した。一方、

八戸市における集落の歴史動態研究では、前年度

の続きとして研究データベースの質的向上を目指

した。とりわけ遺跡データベ―ス作成に向けた研

究会を開催し、遺跡集成研究の実現に向けた４度

の検討会を行った。また、古代班でも八戸市域に

おける遺跡データベースの構築が進んだ。これに

より、5 世紀後半から 11 世紀までに 5 度の集落動

態の画期が存在したことが明らかになった。立地

に関しても 7 世紀と 9 世紀後葉に変化が見られる

ことを明らかにしている。今年度は他に 2 回の研

究会を実施し、理論面の強化も図った。一つが、

縄文時代の集落構造を理解するうえで重要な鍵と

なる土坑の認定に関するものであり、もう一つが

東北縄文社会において大型集落が盛衰した背景を

民俗考古学的見地から議論したものである。また、

考古班研究全体の中間的報告を兼ね本年度も公開

講座を八戸市で実施した。

　4 年目は、基礎研究を継続させるのと同時に、

流域比較研究の具体的な研究を開始した。また、

八戸市域における集落の歴史動態研究において

は、前年度の続きとして研究データベースの質的

向上を目指した。さらに考古班の研究成果のまと

めに向け、研究会と公開講座を八戸市で行った。

「古代班」でも、継続してきた①八戸市周辺の遺

跡のデータベースに基づく基盤研究、②東北古代

集落変遷に関わる考古学的・環境史的研究の二つ

について、それぞれ具体的な調査と研究の進展が

みられた。

　5 年目は研究の総括を行った。とくに研究対象

フィールドを「八戸」に限定し、過去４年間に蓄

積した遺跡データの総合的な分析を進めた。

　以上のように、考古班では、八戸市埋蔵文化財

センター是川縄文館が作成した遺跡台帳をベース

として、青森県教育委員会による遺跡情報、その

他この数年で新たに調査された遺跡項目を加えた

最新の遺跡データベース（遺跡 DB）を作成する

ことができた。さらに、その分析を通し八戸市域

を対象とし、グローバルな気候変動に対応する縄

文時代以降の集落変遷の画期と立地変遷を明らか

にすることができた。すなわち、縄文時代早期中

葉における遺跡数の急増と低地利用、前期（海進

後）における古八戸湾沿岸部への遺跡立地と拠点

形成、中期における内陸部への遺跡進出と中期末

葉から後期前葉における遺跡数の倍増、後・晩期

における拠点形成と遺跡数の縮小、古代における

ドラスティックな集落変遷の過程を捕捉すること

ができた。

（2）地域比較研究

　歴史班と民俗・人類班が取り組んできた地域比

較研究は、日本東北地方を中心とした国内事例を

対象とするものと、中国（中華人民共和国）雲南

省や内蒙古自治区・黒竜江省の少数民族社会を対

象とする海外研究に大きく分けられる。後者の海

外研究は民俗・人類班が主導してきた。また、前

者の国内研究では、特定の集落や地域を対象とし

た個別事例研究だけでなく、東北地方全体を対象

として集落景観や民家などに着目し集落の拓かれ

方や生業の変容パターンを考察する、「空から見

た東北」（田口提唱）や「海から見た東北」（川島・

森本提唱）や「民家から見た東北」（鈴木・田口

提唱）といった地域横断型の比較研究も行ってき

た。これら地域横断型の比較研究も民俗・人類班

が主に担ってきた。

　東北地方を対象とした個別事例研究では基礎研

究期間での資料収集や事例分析（研究会等での議

論）に関しては歴史班と民俗・人類班とで分かれ

て進めてきた。歴史班では、主に中世から近・現

代までの時間幅での、東北地方を主とした「集住

の関係史」を解明することを共通のテーマとした。

すなわち、集落の形成・維持の前提となる、土地

や水面といった空間の所有・活用状況、信仰・宗

教や地域リーダーといった集落の紐帯となる要素

など、広く物質から精神までを手がかりに、時代

や地域ごとの集落結節の様態を捉え、それらがそ

の時期その場所で成立していた背景を明らかにす

ることを目指した。民俗・人類班も同じく、集落

紐帯の要素（あるいは集落維持の「仕組み」）に

注目し、近現代以降に発生した自然災害や政治経

済的な環境の変化に対しそれら様々な慣習・権利

関係をいかにつくり替え集落・文化を継承させて

きたかについて明らかにすることを目指した。ま

た、現代社会において、このような「伝統的」文
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化の継承が困難になっている（文化継承リスク（田

口提唱）が高まっている）背景についても焦点を

当て、海外研究との比較・統合を図っている。

　歴史班の主な調査研究フィールドは、青森県八

戸市南郷区島守地区、岩手県一関市厳美町本寺地

区、山形県山形市南原町旧前田村地区、山形県山

形市蔵王上野地区、宮城県気仙沼市唐桑町鮪立地

区である。一方、民俗・人類班では国内の事例研

究に関しては、後述する「地域資源活用研究」で

のブックレット作成のための資料収集（①、②）

を兼ねた調査研究を行った。なお、歴史班でも本

寺地区や鮪立地区を対象に「東北一万年のフィー

ルドワーク」シリーズのブックレットの作成・刊

行を行ったが、とくに鮪立地区に関しては、民俗・

人類班の川島と鈴木が現地調査の学生指導に協力

するなど、両班の協働が見られた。

　これらブックレット刊行以外に、とくに歴史班

では個別事例研究の成果として、村上が中心にな

り調査・編集をおこなった『八戸藩庁日記狩猟関

係史料集』や、竹原による『前田村文書目録』、竹原・

中村による『山形市蔵王上野文書目録』といった

史料集、文書目録の刊行がなされた。とりわけ『八

戸藩庁日記狩猟関係史料集』の編集は、本寺地区

など水田利用に基づく集落の変遷を軸に据えた他

の歴史班の研究を相対化させるためおこなわれた

ものであるが、先に刊行した「東北諸藩における

マタギを中心とした狩猟関係文書の研究」（田口・

村上提唱）による『「弘前藩庁御国日記」狩猟関

係史料集』（全三巻、いずれも村上・竹原・中村編）

とあわせ藩政期の北東北諸藩での野生動物被害の

実態とその対策、あるいは集落防衛のあり方の解

明に寄与する大きな成果である。野生動物と人間

との軋轢（いわゆる獣害問題）が深刻化している

現代社会においてもその学術的意義は大きい。

　既述したように、歴史班と民俗・人類班は、鮪

立地区でのブックレット作成調査以外では協働し

た調査活動はおこなってこなかった。しかし、プ

ロジェクト 3 年目後半に着手した応用研究とし

て、合同の研究会を行ってきた。その一つが入会

を含めた土地所有に関わる法制度の研究会（2015

年 1 月開催）である。また、翌 2016 年 10 月には

東京農工大にて、漁業権に関する研究会を合同で

実施した。これらの研究会では、様々な自然資源

の利用と所有に関する権利の集まり、総体とし

て「集落」を捉え、それらがとくに近現代以降い

かに成立してきたのかを通史的に俯瞰するととも

に、生業構造の変動に伴う農林漁業の衰退や、過

疎高齢化など現代の東北社会を取り巻く社会的イ

ンパクトによっていかに変質しているのか、ある

いはいかに継承しているのかを議論し、情報の共

有を図った。

　次に、民俗・人類班が中心となり実施してきた

地域横断型の比較研究と海外研究についても触れ

たい。

　地域横断型の比較研究の中でもとくに大きな成

果を得たのが、「空から見た東北」である。これ

は空から集落景観を俯瞰することで、集落の拓か

れ方や生業・自然利用の現況と変化パターンにつ

いて広域的な共通性と地域個別性を明らかにし、

その背景を考察するものである。分析資料には国

土地理院や林野庁が発行している空中写真の他、

研究員が小型飛行機に搭乗し、集落後背地全体を

撮影した写真を用いる。本プロジェクト全体で 5

回の撮影調査を実施し、茨城県北茨城市から青森

県三沢市までの太平洋沿岸部を含む、東北 6 県と

広範な範囲を対象に集落の記録を行った。撮影し

た写真の一部は、HP で一般公開し、市民に広く

活用を呼びかけている。また、初年度に本資料を

用いた公開講座も開催した。同様に海からの視点

に基づき集落変遷を考える「海から見た東北」に

関しても、初年度に公開シンポジウムを実施し、

プロジェクトの初期段階からそれらの研究視座の

提起を行った。

　海外研究に関しては、中国東北部（内蒙古自治

区、黒竜江省）と雲南省の少数民族集落を調査対

象地とし、初年度に実施した予備調査に続き、前

者は 3 回の、後者は 5 回の本調査を行った。これ

らの調査対象地は、定住化政策等により大きな生

業・社会変容を経験した社会であり、「伝統的」

文化の継承のあり方が注目される。2 年目（2014

年 2 月）に、国内外の研究協力者を招き、日本と

中国で起きている「文化継承リスク」に関する国

際シンポジウムを開催することで、国内の事例研

究を比較相対化していく研究視点を明確化させ、
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広く社会に提起することができた。

　以上のように地域比較研究での成果は関連する

論文や、シンポジウム・研究会、HP 等を通じて

積極的に公開を行ってきたが、加えて本研究セン

ターで編集発行している雑誌『東北学』でも関連

する特集テーマを組んで情報発信に努めてきた。

すなわち「災害の民俗知」（3 号）、「棚田のアジア」

（4 号）「復興の海」（7 号）、「東北、明日の大地」（8

号）である。

　以上の環境史研究および地域比較研究の研究成

果の総括として、最終年度の 10 月に東北歴史博

物館にてクロージング・シンポジウム「東北の集

住を考える―ポスト過疎化時代を生きる―」を開

催した。さらに、それらの議論を受け、かつ応用

研究として実施してきた法制度研究会の成果を踏

まえ平成 29（2017）年 3 月に工学系の環境デザイ

ン、都市計画分野との研究会を開催した。本研究

プロジェクトでは、集住（人が集い暮らすこと）

や集落の意味と機能（〈集住・居住・集落〉といっ

た「場所性」）を歴史文化研究のなかから抽出す

ることにより、歴史社会的コンテキストに沿った

共同体、コミュニティ創出の理念構築を最終的に

目指してきた。また、「家」制度や土地所有制度、

あるいは漁業権をはじめ山野河海にかかる所有

権・占有権・利用権などの権利関係とその相続制

度はそうした「場所性」を構成する重要な社会的

要素であり、本研究プロジェクト応用研究におけ

る主要な分析視点となっている。そこで、各班が

取り組んできた事例研究の統合の方向性を視野に

入れながら論点の整理とテーマ設定を行い、これ

ら「場所性」に関する共同研究会を随時開催して

きた経緯がある。本研究会では、農村計画や都市

計画など工学系環境デザイン分野の研究者たちと

都市論、集落論、農村論に関する議論を深めるこ

とができた。そして、問題意識・背景の共有や研

究課題のすり合わせを図り、集落再生や地域再編

に係る制度設計、政策立案においても了解可能な

集落創出理念の構築、提示へと本研究プロジェク

トの最終的成果を導き出すことにした。

２．地域資源活用研究

　本プロジェクトでは、記憶や古写真や戦前絵は

がきなどの記録資料を地域資源として位置づけ収

集を図るとともに、今後の集落再生をめぐる議論

に役立つ活用のあり方を提示することを目的とす

る。加えて、学生や PD、RA 等の積極的参加を求

め、地域再生の牽引者となってゆく若い人材の育

成を図る。先の環境史研究や地域比較研究とも連

動し両研究やその成果を具体的地域実践に結びつ

ける役割も持つ。本研究での活動内容は 5 つに大

別される。①ブックレット「〈東北一万年のフィー

ルドワーク〉」シリーズの作成・刊行、②ブックレッ

ト「〈むらの記憶〉」シリーズの作成・刊行、③集

落の景観および分布に関する空中写真の収集・撮

影、④地域資源のデジタルアーカイブ化と活用、

⑤その他の若手活用、である。

　①は、学生主体の調査の成果をブックレット〈東

北一万年のフィールドワーク〉シリーズにまとめ

てゆくものである。本プロジェクトでは北秋田市

阿仁根子地区、山形市滝山地区、一関市厳美町本

寺地区、気仙沼市唐桑町鮪立地区、鶴岡市大鳥地

区、西置賜郡白鷹町深山・萩野地区を対象とした

計 6 冊を刊行することができた。

　②は、東日本大震災被災地やダム建設による廃

村など、災害その他の契機により、大きく姿を変

えたり、失われてしまったりした集落を対象とす

る。調査成果はブックレット〈むらの記憶〉シリー

ズにまとめてゆく。調査には学生も部分的に参加

している。これまでに川島が長年調査・研究を行っ

てきた宮城県気仙沼市小々汐集落を対象に、被

災前の年中行事をまとめたブックレットを刊行し

た。また、戦後開拓され、1981 年にダム建設に伴

い集団移転したむつ市川内町（旧川内村）野平を

対象に、森本・鈴木・蛯原が中心になり調査を行

い、ブックレットにまとめた。これら 2 冊のブッ

クレットは、刊行後、元住民や関係者からたくさ

んの問い合わせを受けたように高い反響を得た。

　③は、民俗・人類班による「空から見た東北」

「海から見た東北」と連動している。2014 年 8 月

には、「空から見た東北」で撮影した写真を一般

公開する場としての Web サイト『空から見た東北』

を立ち上げ、広く市民に向けその活用を促してい
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る。これは、過去 10 年間にわたり本研究センター

がオープン・リサーチ・センター整備事業を通し

て構築してきた「東北文化研究センターアーカイ

ブス」の新たな一翼として位置づけられる。

　④は、上記アーカイブスの一環であり、戦前絵

はがきや古写真の収集と、Web サイト「近現代の

絵はがき・写真」での公開を内容とする。プロジェ

クト 2 年目に、山形県内の絵はがき収集家より合

計約 3 万点を借用し、そのなかから東北地方や自

然災害に関する絵はがきを選び、デジタルデータ

化と Web 公開の作業を進めてきた。プロジェク

ト期間内に約 14,215 点の Web 公開が完了させる

ことができた。その他、戦前絵はがきを中心に、

新たに 572 点を購入し、デジタルデータ化と Web

公開を完了させた。本データベースは、学外でも

広く活用されるものとなっている。

　⑤その他、上記①～④に含まれない若手（学生

など）活用もまた、本研究の一環である。特筆す

べきものに、考古班が山形県高畠町で 2013 年よ

り実施してきた洞窟遺跡群の考古学的調査が挙げ

られる。この国指定史跡・日向洞窟遺跡周辺部に

おける考古学的調査には、本学学部生・大学院生

の他、東北大学や富山大学、早稲田大学、國學院

大學、立命館大学、茨城大学の大学院生・学部生

など、多数の学生が参加した。研究と教育の連携

という点で重要なパイプを構築させることを目的

とした本調査には、まさに地域からの熱い支援を

得て実現できた。山形県高畠町の地域資源を開発

し、その研究成果を地域に還元するという実践教

育の場として、あるいは若手研究者の育成の場と

して、山形県高畠町における洞窟遺跡群の考古学

的調査は、貴重な試みになったといえる。

　総じて、上記①～⑤の各種調査や作業には、

PD・RA ほか、学内外の学部生・院生の積極的・

継続的参加を得ており、若い人材育成の取り組み

も順調に行うことができた。

＜優れた成果があがった点＞

　本プロジェクトの基礎は集落（集住）に焦点を

当てた歴史社会研究であり、その成果をふまえな

がら地域資源活用研究と総称する一連の研究教育

活動を展開し、地域社会を支える担い手育成や集

落変遷に関する記録資料の作成を図る点に特色が

ある。すなわち、地域再生への実践性および教

育資源開発に重きを置いている。具体的成果の一

つはブックレット形式の地域誌の作成と地元への

還元であり、プロジェクト全体で「東北一万年の

フィールドワーク」シリーズで 6 冊、＜むらの記

憶＞シリーズで 2 冊を刊行しえた。また、考古班

による八戸市域での遺跡データベースの構築およ

び民俗・人類班の Web サイト「空から見た東北」

を通した空中写真の一般公開も研究成果の社会的

還元という点で特筆すべきものである。これらの

資料は無論、広く研究者コミュニティにも開かれ

ており、東北歴史文化の研究拠点の基盤となり得

るものでもある。さらに、具体的な資料収集に基

づき現代社会における「文化継承リスク」に関す

る問題を提起できたことも本プロジェクトでの大

きな成果である。従来、文化継承に関しては民俗

芸能などに限って議論されることが一般的であ

り、生業や集団の有する自然の利用・所有権にま

で敷衍させ、かつ強い文化断絶を経験したであろ

う中国少数民族社会との比較を試みた点で学術的

インパクトは大きい。その点でも、プロジェクト

2 年目に「文化継承リスク」をテーマとした国際

シンポジウムを開催したことの意義は大きいと言

える。

＜課題となった点＞

　環境史研究および地域比較研究においては、東

北地方における過去 1 万年にわたる集落動態の把

握という極めて大きなテーマを対象としたため、

事例研究が分散しがちで、とりわけ班を越えた議

論が深まらなかった点は大きな課題である。また、

当初の目論見よりも都市計画や農村計画、ランド

スケープデザインなど地域整備と関わる工学系環

境デザイン分野での議論を把握するのに時間がか

かり、連携研究が進まなかった。その結果、各班

の研究は高度化し、かつ資料蓄積も進んだものの、

とくに考古学や歴史学による歴史社会研究の成果

を新たな集住のための理念構築に十分に取り込む

ことができなかった。

＜自己評価の実施結果と対応状況＞
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　本プロジェクトでは、月に数回の学内会議や年

に１、2 回開催する全体研究会において研究の進

捗状況や研究体制・運営方法について見直す体制

をとってきた。また、3 年目に行われた中間審査

の結果を受けて、4 年目の前半期にも全体研究会

を開催し、研究計画の再調整を図り、審査結果を

研究運営に反映させるよう努めた。

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞

　本プロジェクトでは上記の通り自己評価体制を

とってきたが、基礎研究期間においては考古学、

歴史学、民俗・人類学という学問分野に分かれ、

専門性の高い研究調査活動が展開されたため自己

評価だけでは不十分と判断した。そこで、当該学

界がその見識の高さを認め、本研究課題を十分に

評価しうる関連業績のある学外の評価委員による

外部評価委員（各分野一名ずつ）を組織し、これ

まで開催したシンポジウムや全体研究会での議論

と成果刊行物を確認していただいた。また、中間

報告においては進捗状況の評価を受けた。

＜研究期間終了後の展望＞

　本研究は集落という「人々が集い住む場」に着

目した歴史社会研究であり、従来の景観論など工

学系環境デザイン分野を中心に進められてきた集

落・コミュニティ研究では等閑視されがちな歴史

動態的視点に基づく集落形成論を提示しうるであ

ろう。形而下のみならず形而上的な、理念・哲学

的な要素を組み込んだものとしても特色あるもの

となろう。本研究はまた、東北地方の集落史を、

日本列島にとどまらない「開かれたアジア」とい

う巨視的視点から捉え直し、山民、漁民といった

人々のダイナミズムに光を当てる試みでもあり、

新たな東北像の構築につながるであろう。加えて、

地域社会の担い手育成や地域民俗誌の作成を通し

て、それら学術的研究成果の社会還元や教育資源

化、すなわち地域再生という現代的課題に対する

実践的成果を同時にもたらしうるであろう。そし

てまた、それらを担う本研究センターが東北地方

再生を牽引する研究拠点たる立場を構築しうるこ

とにもつながると見込まれる。

＜研究成果の副次的効果＞

　地域資源活用研究による成果である北秋田市阿

仁地区に関するブックレット作成の過程で収集、

作成した記録資料は、「文化遺産を活かした観光

振興・地域活性化事業」や伝統的狩猟技術の記録

と保存といった、北秋田市がすすめている文化事

業での基礎資料の一部として活用が見込まれてい

る。また、「空から見た東北」で撮影した写真は

既述の通り、ホームページにて一般公開を行って

いる。これらは、地形や植生など集落の周辺環境

の把握に適した視覚資料であり、地方自治体での

防災計画や、地域整備計画等の立案において効果

的な資料となり得る。今後もこの写真を用いた写

真資料集の刊行などを通し、積極的利用を促して

ゆく予定である。なお、本研究センターのもう一

つのアーカイブス HP「近現代の絵はがき・写真」

は学外でも広く活用されている。
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全体総括
―集住の理念構築に向けて―

東北芸術工科大学芸術学部／東北文化研究センター

研究代表

田口 洋美

１　研究プロジェクト全体を俯瞰して

　5 年前、筆者らは本研究プロジェクト『環境動

態を視点とした地域社会と集落形成に関する総合

的研究』の研究テーマの構想に当たって以下のよ

うに述べた。

　「本研究センターでは平成 19 年度より文部科学

省オープン・リサーチ・センター整備事業『東北

地方における環境・生業・技術に関する歴史動態

的総合研究』を実施し、考古学、歴史学、民俗・

人類学という三学協働体制のもと縄文時代以降の

東北地方における人為的生態系史の考究をおこ

なってきた布石がある。

　本研究ではその姿勢を踏襲しつつ、東北地方の

海、山、平地のモデル集落を選定した上で過去

一万年にわたる集落の生成から解体に至る過程と

消長要因を解明することに課題を特化させる。特

に土地利用と地域資源の利活用形態、生業技術や

民俗知など地域文化の継承、信仰や共同体アイデ

ンティティのあり方という集落存続の三つの側面

に注目し集落動態を把握する。加えて山民（出稼

ぎ狩猟者の中部北陸地方への猟場の開拓と定着）

と漁民（紀州漁民の東北進出と漁場開拓と定着）

を取り上げ、動態を実証的に捕捉することで『人々

の生きようとする意志』を抽出し、東北という地

と人々の有する躍動感を評価するパラダイムへと

転換を図る。これらの集落動態を比較相対化する

ため、東アジア一帯を射程とする『開かれた東北』

という巨視的視点で地域社会、集落形成のダイナ

ミクスを捉え、最終的には現代のグローバル化社

会に対応しうる集落再生のための新価値創出を図

り、次世代型地域社会モデルを提示することを目

指す。」

　これらの課題に応えるため、本研究プロジェク

トでは前半の 3 年間を基礎研究期間、後半の 2 年

間を応用研究期間とし、基礎研究に関しては考古

班、歴史班、民俗・人類学班を中心に集落研究を

実施し、応用研究では班を主体とした個別の調査、

基礎資料収集活動に加え、班を横断した共同研究

を実施してきた。さらに、後半の 2 年間では工学

系環境デザインや都市工学分野の都市計画、地域

計画、さらに法社会学、制度史分野の専門家との

協働も図り、最終的な成果である個別事例研究の

モデル化と理念構築に関する議論を深めてきた。

　これら過去 5 年間に渡る研究活動内容は、平成

23（2012）年度～平成 27（2015）年度まで年度研

究成果報告書で報告してきた。あわせて研究成果

についても刊行物、HP、シンポジウムや公開講

座において逐一公開を行ってきた。例えば、本研

究センター発行の『東北学』では 4 度、本研究プ

ロジェクトに関連した特集を組み（03 号「災害

の民俗知」、04 号「棚田のアジア」、07 号「復興

の海」、08 号「東北、明日の大地」）、一般市民へ

の成果公開に努めた。一方、学術的な成果公開と

して、考古学分野では日向洞窟遺跡の報告書など

2 冊、歴史学分野では 3 冊の史料集、目録集にま

とめた。また民俗・人類学分野が主導してきた「空

から見た東北」（後述）では、調査によって撮影

収集した東北地方の空中写真を自由に閲覧するこ

とのできる HP（http://blog.tuad.ac.jp/airphoto/）を

立ち上げ、成果公開を行ってきた。さらに、地域

資源活用研究では、学部、大学院生が主体となり

作成したブックレット「東北一万年のフィールド

ワーク」シリーズで 6 冊、民俗・人類班が中心と

なり作成したブックレット「むらの記憶」シリー

ズで 2 冊の、計 8 冊のブックレット（地域民俗誌）
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を刊行し得た。

　本研究プロジェクトでは、各研究分野あるいは

合同、全体としての研究会、公開研究会、公開講座、

シンポジウム、ワークショップを重ね、研究者間

の議論を深め、かつ市民への開かれた研究を目指

し、知見の共有化を推進してきた。そのため学内

外の研究者の交流は年を重ねる毎に深化し、濃密

なネットワークと情報の共有化を図ることができ

たと評価している。

　また、班毎に進めてきた基礎研究においてもそ

れぞれ興味深い成果を得ることができた。例を挙

げれば、考古班の八戸市周辺の遺跡データベース

と GIS を活用した研究では、縄文時代早期から後

期にかけて、あるいは 5 世紀後半から 11 世紀ま

での古代集落の分布動態、消長過程を明らかにす

ることができた。これらの分析の深化は、「流域

研究比較ユニット」との相互議論を踏まえた上で

の先史遺跡動態のモデル構築に大きな刺激を与え

ることになった。特に古代東北（青森県八戸市を

中心とした地域）においては政治的不安定期に集

落が現れては消えてゆくという現象を具体的に把

握することが出来た。

　また同じく八戸市に関しては歴史班の村上一馬

と筆者を中心に『八戸藩日記　狩猟関係史料集』

を平成 28（2016）年 3 月に刊行した。これは、先

（平成 23 年～ 24 年）に刊行された『「弘前藩庁御

国日記」狩猟関係史料集』（第一巻～第三巻、い

ずれも村上・竹原・中村　編）と合わせ、藩政期

の北奥羽諸藩での野生動物に対する集落防衛シス

テムおよび集落機能の具体像の解明につながりう

る成果であり、その学術的インパクトは大きい。

歴史班ではこの他、八戸市南郷区島守や一関市厳

美町本寺地区、気仙沼市唐桑町鮪立地区、山形市

南原町旧前田村地区など数地点での史料調査が同

時並行的に進められ、平成 28 年度にブックレッ

トにまとめ刊行した。これら農山漁村において生

業に関わる様々な権利・所有関係が各年代でいか

に構築され、維持されてきたのかを統合的に俯瞰

する応用研究を進めた。

　民俗・人類班では「景観」をキーワードとして「空

から見た東北」、「海から見た東北」という地域横

断型の研究を推進してきた。前者に関し最終年度

は、福島県会津盆地から奥会津にかけての一帯と

秋田・岩手県境の奥羽山地を中心とした中山間集

落の空中撮影を行った。これによって過去 5 年間

で東日本大震災の被災地である三陸沿岸から仙台

湾、福島県浜通り一帯の状況を空から記録できた。

また「空から見た東北」では、被災地に偏りがち

な映像記録であるが、これを震災体験が共有され

る東北一円に拡大し、震災があった時代の共時的

記録として残すことが出来たことは本プロジェク

トの大きな成果といっていい。「空から見た東北」

で上空から記録した地域は、本研究プロジェクト

の分野共通フィールドとして設定した八戸市をは

じめ、青森県下北半島、津軽半島、秋田県男鹿半

島、秋田山形県境の鳥海山、山形県の飛島、出羽

三山、山形新潟県境の朝日連峰、福島山形県境の

飯豊連峰、福島県会津盆地、奥会津、只見にかけ

ての日本海側の山岳地帯、会津磐梯山、猪苗代湖

から奥羽山地、阿武隈高地、磐城平、浜通り、福

島宮城県境の亘理から仙台湾に面した仙台市、石

巻、女川、気仙沼、岩手県の北上高地、北上盆地、

大船渡、釜石、遠野、宮古といった東北地方太平

洋沿岸地域の広範囲にわたる。その資料的価値は

高く、整理公開作業を迅速に進め、民間及び地方

治自体や他の研究教育機関での活用を促して行く

ことになる。なお、「空から見た東北」については、

本報告書とともに東北文化研究センターの友の会

向けに写真集『空から見た東北』を刊行する予定

である。こうした希少資料の公開によって、写真

に撮影された景観、土地利用状況を手がかりとし

て集落の拓かれ方や生業変容を読み解き、事例研

究を補完してゆく作業も本格化され、復興に向け

た一つの情報の共有化に寄与するものと考えてい

る。

　民俗・人類班では、「空から見た東北」といっ

た国内研究だけでなく、海外事例研究（内蒙古自

治区及び雲南省を中心とする中国少数民族社会の

研究）も同時並行的に進めてきた。そのなかで平

成 26（2014）年 2 月に本学で開催した国際シンポ

ジウムでは、本海外研究での対象社会における「定

住化」プロセスに注目することで、人々が流動化

し、かつ私的な諸権利が強化されつつある現代日

本社会での災害リスクと向き合う地域共同体のあ
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り方や持続可能性のある文化継承のあり方を見出

していこうとする方向性を示した。これは本事業

の根幹をなす理念構築とも関わる課題であり、事

例に基づく緻密な論の展開へと昇華する試みで

あった。

　本研究プロジェクト 4 年度目から本格化させた

応用研究に関し、最終年度の平成 28（2016）年

10 月に、クロージング・シンポジウムとして「東

北の集住を考える─ポスト過疎化時代を生きる

─」を東北歴史博物館にて開催した意義は極めて

大きい。このシンポジウムでは、前半に考古学分

野の安斎正人が旧石器から縄文期に移行する中で

の集落遺跡の消長に対する気候変動のインパクト

を明らかにし、次いで歴史分野の入間田宣夫が古

代中世における農耕定住集落として八戸市島守地

区と一関市本寺地区に関する安定定住期の政治

的、制度的諸相を述べ、さらに民俗・人類学分野

から川島秀一が気仙沼市街地の近世から近代にか

けての形成期と隆盛期、衰退期を述べ、東北の 1

万年におよぶ集住史を俯瞰して見せたことは、本

研究プロジェクトの特徴的成果と言える。特に当

該地域における安定的定住生活、すなわち持続的

集落の存続は、この 1000 年間に生じているもの

であり、決して不変の集落は存在していないこと。

一見不変的な集落と思えそうな集落であっても、

住民が入れ替わったり、集落の場所が時代的に移

動したり、また集落が拡大されたり縮小されたり

と、安定して今日に至った訳ではないことが明確

に語られた。すなわち「集落」が時代環境に左右

され、とりわけ政治経済環境といった人為環境に

大きな影響を受け、また自然災害によっても影響

を受けてきた歴史的経緯が動態的に把握されたこ

とは、今後の集落形成を考える上で重要な意味を

持つと思われる。

　本シンポジウムの議論を踏まえ、さらに理念構

築を図るため、平成 29（2017）年 3 月に工学系

の環境デザイン、都市計画分野との研究会を開催

した。この研究会では、過去に実施してきた法制

度研究会の成果である被災地の沿岸漁業権をはじ

め、水域に対して集落が有する様々な権利の成立

過程を 19 世紀末の資源保全政策や近代法制度整

備と関連づけ確認するとともに、過疎化に伴う文

化継承の現状報告と問題提起を受けたかたちで実

施された。本研究プロジェクトでは、集住（人が

集い暮らすこと）や集落の意味と機能（〈集住・

居住・集落〉といった「場所性」）を歴史文化研

究のなかから抽出することにより、歴史社会的コ

ンテキストに沿った共同体、コミュニティ創出の

理念構築を最終的に目指してきた。また、「家」

制度や土地所有制度、あるいは漁業権をはじめ山

野河海にかかる所有権・占有権・利用権などの権

利関係とその相続制度はそうした「場所性」を構

成する重要な社会的要素であり、本研究プロジェ

クト応用研究における主要な分析視点となってい

る。そこで、各班が取り組んできた事例研究の統

合の方向性を視野に入れながら論点の整理とテー

マ設定を行い、これら「場所性」に関する共同研

究会を随時開催してきた経緯がある。本研究会で

は、農村計画や都市計画など工学系環境デザイン

分野の研究者たちと都市論、集落論、農村論に関

する議論を深めることができた。そして、問題意

識・背景の共有や研究課題のすり合わせを図り、

集落再生や地域再編に係る制度設計、政策立案に

おいても了解可能な集落創出理念の構築、提示へ

と本研究プロジェクトの最終的成果を導き出すこ

とにした。

　以下では、これらの研究成果と議論を踏まえ、

集住のための新たな理念を探っていく道筋につい

て考えたい。

２　空き地・空き屋、地域集落のスポンジ化：
議論の集約にあたって

　地域集落の問題を追究することは、都市を論じ

ることでもある。現在の日本社会は第一次産業の

衰退の中で、地方都市の多くが膨張してきたが、

現在はその地方都市も縮退期を迎えている。本研

究プロジェクトの応用研究における議論では、都

市のスポンジ化が進行する中でパラレルに集落の

スポンジ化も進行している点に注目した。スポン

ジの気泡のように人口密集地の中に空き地空き屋

が点在し、周辺の耕地も耕作放棄地と耕作地が混

在する風景は、現代では地域に関係なく全国的に

類似した現象であり、とりわけ 1980 年代から 90

年代にかけてバブル期以降この減少が進行してい
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る。本報告書の「海外研究の総括」でも触れてい

るように、このような問題は地域集落、海外の少

数民族集落、先住民族集落にも見られる現象であ

る。ただ日本の場合その進行が早い、ということ

が特徴であろう。

　集住スペースの今後を考える上で、大きなヒン

トを与えてくれる一つは被災地での議論である。

宮城県気仙沼市の大沢地区に見られるように、高

台移転を受け入れると同時に個々の宅地面積をお

よそ 100 坪で平等に分けることにも同意している

（渡部桂の報告）。このような私的所有権（private 

ownership）の強化が語られる現代においても被災

した地域集落共同体の平等性（equality）を重ん

ずる伝統的思考法が併存することは極めて重要で

あろう。この伝統的思考法も文化の一部であるこ

とは当然であるが、集落共同体の平等性と個々の

私的意識（private consciousness）の強化という相

反する意識が併存する現実は、今後の集落のあり

方を考える上で重要な鍵となるだろう。

　またそこで重要になるのは、集落住民の経験

や体験の共有化である。特に震災などの強烈な

体験の共有化は、集落住民の精神的結束力を強化

し、私的意識を超えた集落人としての自己同一性

（identity）をも深化させることになる。災害のよ

うな、個人の力では抗いようもない外部的圧力に

互いが遭遇することで、精神的な絆が深まること

になる。そこでは私的意識と公共的意識が育まれ、

集団としての一体感が生まれることにもなろう。

この体験や経験の共有化は、ふるさとへの帰属意

識を深め、公という考え方が優先されることにも

なろう。かつて、地域集落の住民は生きるという

素朴な欲求の中で、互いが同じような生業に身を

寄せ、生きて来た。さらに村落共同体は年中行事

や幼少期からの記憶の共有もあり、集落のため、

集団のためという思考を醸成したであろう。この

ような公共性（public nature）と呼べるような意

識は、今後の集落の形成理念を考える上で極めて

重要な骨格となろう。

　また、千葉県の柏市に見られる「貸し庭制度」

のように都市のスポンジ化によって生じた空き地

を市民レベルで管理し、一定の地区の人々がこの

空き地を公共性ある公園として利用する。その土

地を地権者から地区の人々が借り受けるという形

で運用するという制度である。日本においては昭

和 41 年に入会林野近代化法（「入会林野等に係る

権利関係の近代化の助長に関する法律」昭和 41

年 7 月 9 日法律第 126 号）などが施行され、特に

地域の中山間地などでは集落が有する共有林野を

私有分割させるという動きが生じた。当時の価値

観では共有林野は前近代的制度と見られており、

共有林野を私的所有に切り替えることが近代化の

一歩と捉えていた。しかし現代社会にあっては、

公有地、私有地の二極に加えて公共性ある土地に

関する公共地（共有地とは異なる概念で、英国の

ナショナルトラストの考え方の集住空間への援

用）という概念の導入が求められているように思

われる。現在、地方自治体においても土地の私的

所有権の強化が、公共性ある土地の運用の阻害要

因となっているという問題が深刻化している。つ

まり第三極の土地のあり方である。つまり公有地

と私有地の中間の土地概念として公共地のような

土地空間を作り出すことが重要であるように思わ

れる。さらにこの公共地の管理は、地域住民が行っ

ていく非営利集団によるシステム導入が、私的所

有権の侵入や拡大を抑止することにもつながるで

あろう。つまり土地利用の中に地域住民の合意の

形が可視化される、という考え方である。

3　撤退のシナリオと再生のシナリオ

　かつて筆者は「撤退のシナリオ」と題する幾つ

かの論考を書いた。その主旨は、過疎化を過ぎ廃

村化や集落再編成といったポスト過疎化時代を迎

えて、人為的な圧力が山間部から緩やかに撤退し

てゆく中で、いかに使われなくなった山々や耕地

などを自然の側に返却していけば良いのか、そ

の撤退のあり方に関するシナリオを準備する必要

があるという提示であった。また撤退のシナリオ

は、やがて再び自然を使うようになったり、人口

増加が到来し人々の生活空間が膨張してゆくとき

の再生のシナリオとともに考えられなければなら

ないことも合わせて提示したものであった（田口 

2006、2007、2012）。無論それは、野生動物の保

護管理と狩猟と言った視点からの提示ではあった
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が、本研究プロジェクトを立ち上げるに当たって、

集落再生のためのシナリオを用意することへと考

え方を拡張した。

　筆者が想定していた撤退と再生のシナリオは、

自然に土地や空間を返却する際にその土地所有権

をその地域に残る人々に移譲するというもので

あった。

　しかし、本研究プロジェクトによってその移譲

の中身がどのようにあることがベストなのか、と

いう問いに対して学内外の研究者の意見を集約

し、法制度的にそれが可能なのかを突き詰めるこ

とができた。それは本報告書の「海外研究の総括」

でも述べることになるが、使用されなくなった土

地あるいは権利放棄された土地の管理組合のよう

な住民主体の組織が公共の土地としてこの移譲を

受け管理していくことが最も理想的であると考え

るに至った。とくに平成 29（2017）年 3 月に行わ

れた、都市工学分野の研究者との議論の中で事例

として挙げられ、先にも記した千葉県柏市の「貸

し庭制度」の事例がこれに近いものであった。こ

の事例を提示したのは寺田徹である。「貸し庭制

度」の事例はスポンジ化が進行する柏市の市街地

の事例であるが極めて示唆的であった。この場合

は、あくまでも地権者からの借地という形をとり

つつ公共性ある公園などに転用していく住民と行

政の協働管理による動きである。この借地あるい

は土地所有の権利移譲による公共性ある土地の運

用をそこに暮らしつづける人々と行政の協働に

よって維持管理していく考え方は、今後の集落再

編や廃村化した集落跡地、耕作放棄された旧耕地

を含め、災害防止やインフラ整備など地域住民や

自治体がその移譲された土地の利活用を議論し決

定していくという点で具体性、実現性がある。つ

まり土地の所有権と利用権を分離する考え方と言

うことになる。この所有権と利用権の分離という

考え方は、従来の農山漁村に存在した伝統的な共

有地の考え方を踏襲しており、歴史社会的コンテ

キストに沿った考え方であるため地域住民の合意

形成も容易であるように思われる。権利移譲され

た場合は、土地所有と利用は分離されず地域住民

と行政からなる協議会等の組織で方向性を探ると

いうことになる。

　ここで大きな意味を担うのは所有をめぐる法制

度の整備である。目下、法制度は現実の変化に追

いついておらず、法的な措置について議論が急が

れることになる。柏市の事例もそこに議論が集約

されているという。

４　集住の理念構築

　人口減少や縮小社会あるいは都市空間や集落の

スポンジ化といった日本社会に見られる縮退期の

現象は、やがてはまた逆転する動きに転じるであ

ろう。それが 100 年後に来るのか、200 年 300 年

先に起こるのかは分からないが、およそ 1 万年に

渡る集住の歩みを俯瞰すると、現在の状況が永遠

に継続されるとも思われない。地域や場所によっ

ても異なるだろうが縮退と膨張が繰り返され、あ

るいはまた同時進行しながら、社会全体としては

ある一定の人口数に落ち着いて行くのかも知れな

い。いずれにしても今後数十年は縮退期となるで

あろう。そのような時代には私的所有権によって

地域の土地所有者が不在者地主で占められ、この

土地が利用されず死んだ空間として残りつづけた

り、地域の人々の安全と安心のための土地利用が

滞るのもまた問題であろう。実際のこのような私

的所有権の強化と所有者の不在化という問題に悩

む行政は多い。このため既述したような公共性あ

る土地利用が実施できるための法的な整備と集落

機能の再組織化が求められるに違いない。

　また一方では、地域住民や都市市民が私的意識

を強化する一方で公共性ある社会的意識も強化さ

れていく動きも見られているわけであり、今後こ

の動向を注視していく必要があろう。都市計画分

野では饗庭伸の『都市をたたむ』のように都市の

スポンジ化の中にあって、都市内部に都市的な密

度ある集住スペースとおよそ都市には縁遠いもの

であった都市内での農業（自給的農業や菜園的農

業といったコンパクトな農地運営）といった、こ

れまでの都市論の価値観ではなかった方向性が出

てくる可能性が高い。

　このため地域であろうが都市であろうが公共性

ある土地利用システムが模索される必要がある。

21 世紀型の集住のあり方とは、このような公共

性を有した土地所有システムと土地の運用に関
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わる自由度を何らかのかたちで担保しつつ議論さ

れる必要がある。つまり私的所有権と社会的所有

権、あるいは私的利用権と社会的利用権といった

土地利用権の二重構造論の議論を起こす必要があ

る。土地、家屋が余る時代はもう目の前に来てお

り、すでにはじまっている地域や都市も存在する。

そのため自由度を持った私的所有権と社会的所有

権、あるいは私的利用権と社会的利用権の分離が

重要な鍵となる。すなわち公共性ある土地の運用

と管理が不可欠となる。

　人々の日常の動きが流動化する現代社会にあっ

ては、土地に縛られる農本位的土地所有観から脱

して、一時的居住であろうと持続的居住であろう

とに関わらず、地域の自治力と土地制度の見直し

を進めつつ、住民や市民の参加の下に集住のあり

方を議論しなければならないだろう。

付　記
　本稿は平成 28（2016）年 10 月に本研究のクロージング・

シンポジウムとして宮城県多賀城市の東北歴史博物館に

て開催した「東北の集住を考える─ポスト過疎化時代を

生きる─」でのパネルディスカッションの議論（内山節・

鬼頭秀一・田口洋美、本報告書に収載）と、平成 29（2017）

年 3 月に行われた都市工学分野（都市計画、地域計画）

との議論（寺田徹・渡部桂・田口洋美・竹原万雄・蛯原

一平・佐藤未希）を参考にまとめた。
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研究の概要と総括

東北芸術工科大学芸術学部／東北文化研究センター

長井 謙治

１　研究目的と概要

　東北芸術工科大学東北文化研究センターでは、

地域再生の学として「東北学」を提唱し、その実

践的研究として平成 19 年度から 2 期、10 年間に

わたり文部科学省私立大学学術研究高度化推進事

業「オープン・リサーチ・センター整備事業」を

実施した。その流れを汲んで、平成 24 年度から

は、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援

事業『環境動態を視点とした地域社会と集落形成

に関する総合的研究』に取り組んでいる。これは

生活の場としての「集落」に焦点を当てて、考古

学、歴史学、民俗・人類学からなる三学協動体制

のもと、縄文時代以降の東北一万年の歴史社会研

究を行うものである。

　考古班では、複合領域的に復元される日本列島

内の「東北」という地域の歴史の一部を明らかに

するために、過去一万年間の八戸市域における集

落の歴史動態研究、ならびに河川流域を単位とし

た遺跡群の比較研究（地域密着型研究）を推進し

た。調査を進めるにあたり、八戸市埋蔵文化財セ

ンター是川縄文館には多大なるご協力をいただい

た。都合により、縄文社会研究と古代社会研究と

に区分したが、両者は連携的な関係にある。

２　研究の経緯

a. 平成 24 年度

　１年目の八戸市域における集落の歴史動態研究

では、２年目以降の本格的な調査の準備のための

班員検討会を開き、フィールド調査の企画、関係

諸機関との調整、情報収集を行った。八戸市域の

縄文集落遺跡データベース作成に向けた準備を開

始し、環境史・集落遺跡の実地調査を行った。古

代社会研究に関わる検討会を開催し、古代竪穴建

物を中心とした遺跡情報、地形的・環境的情報の

集成に着手した。

　９月に八戸市で共同研究者・協力者との協議を

行い、研究内容を「先史班」と「古代・中世班」

とに二分した（第１回考古班会議）。さらに、各

項目を横断する基盤研究領域として「GIS 班」を

設けた。「先史班」では、研究項目について①八

戸市周辺の遺跡 GIS に基づく基盤研究、②東北

縄文集落変遷に関わる考古学的・環境史的研究の

二つにしぼりそれぞれ具体的な調査計画を立て

た。①では遺跡立地・古環境との関わりおよびそ

の変遷をテーマとし、八戸市周辺の旧石器・縄文

時代遺跡データベースを作成する。遺跡の位置情

報（世界測地図系の緯度経度）を調査・獲得、精

査し、それを集落変遷や土地利用と関係する古地

形図と統合させる。さらに、GIS 上でリレーショ

ナルに動かすことができる遺構や位置情報のデジ

タルデータを作成し、集落と立地の関係性を探る。

②では先史集落変遷の動態を広域的に捉える目的

で、地理的に特徴のあるいくつかの地域を抽出し、

それぞれの東北各地に固有の特色や周辺社会との

関係性を探る。遺跡情報基盤データを研究の核と

し、特定地域を対象とした考古学的・環境史的研

究を実施する。この２本柱の統合を目指した。「古

代・中世班」では、研究項目を①八戸市周辺の遺

跡のデータベースに基づく基盤研究、②東北古代

集落変遷に関わる考古学的・環境史的研究の二つ

にしぼり、それぞれ具体的な調査と研究を行う。

①では古代集落の形成段階に関わる学史的整理を

中心とし、集落数の増減、集落の継続性、および

集落立地の通史的変化に関わる遺跡情報の整理に
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努める。②では当面、①の作業と併行して集落内

容、立地・生業環境等を精査することによって、

環境史的・考古学的に検討した。

b. 平成 25 年度

　２年目は、初年度に続く研究基盤の構築を目指

して、「先史班」と「古代・中世班」とが同時並

行で研究を進めた。さらに、各項目を横断する基

盤研究領域として「データベース班」を設け、人

員拡幅して共同研究者が共有できる基礎データの

作成に着手した。辻、近藤は GIS 作成の為の基盤

的生態系の資料作成、及びアドバイザーとなった。

「先史班」では研究項目を①八戸市周辺の遺跡デー

タベース（以下、遺跡 DB）に基づく共同研究、

②東北縄文集落変遷に関わる比較考古学的・環境

史研究、の二つにしぼりそれぞれ具体的な調査と

研究を行う。①では遺跡立地と集落の変遷をテー

マとし、八戸市周辺の旧石器・縄文時代遺跡の集

成を行う。具体的には、ア）共同研究者が利用可

能な図データ集の作成、イ）遺跡データの精度化

を行った。ア）に関しては、紙媒体の報告書をデ

ジタルデータに変換（PDF 化）して、共同研究

者が共有可能な基礎データの作成を目指した。さ

らに、「住居跡」、「溝状ピット」に注目して、そ

の属性情報の整理を行った。イ）に関しては八戸

市埋蔵文化財センター是川縄文館が管理する遺跡

台帳の更新を行った。例えば、日本測地系及び不

統一の基準によって記載されていた位置情報につ

いて、個別に遺跡地図と照合させてゆくことによ

り、世界測地系による緯度経度に変換した。さら

に、遺跡の所属時期について、各報告書原点にあ

たり整理した。以上の作業はこの年度に全て終了

させた。②では先史集落変遷の動態を広域的に捉

える目的で、地理的に特徴のあるいくつかの地域

を抽出し、それぞれの東北各地に固有の特色や周

辺社会との関係性を探った。「古代班」においては、

研究項目を①八戸市周辺の遺跡のデータベースに

基づく基盤研究、②東北古代集落変遷に関わる考

古学的・環境史的研究の二つにしぼり、それぞれ

具体的な調査と研究を行う。①では集落数の増減、

集落の継続性を把握するための時期区分として八

戸市域の土器編年を検討した。その結果、5 世紀

後半～ 11 世紀代を大別 3 期、細別 11 期に区分し

て集落の消長が検討されると判明した。②では、

①の作業と併行して一定数以上の建物跡が検出さ

れた集落遺跡をとりあげ、個々に建物跡の時期を

検討し、時期別変遷表を作成した。

　プロジェクトの始動を八戸市民に広く伝えるこ

とを目的として、公開講座「八戸の集落一万年：

なぜムラができ、消えたか？ vol.1」を開催した（会

場：八戸市総合福祉会館、日時：12 月 14 日）。続

く 15 日には、八戸市埋蔵文化財センター是川縄

文館会議室を会場とし、第２回考古班会議を開催

した。八戸の縄文遺跡データ集成状況の進捗報告

が長井謙治により行われたほか、共同研究者の個

別研究の進捗状況の報告と今後の展開について協

議した。

c. 平成 26 年度

　３年目は、前年度からの基礎研究を継続させる

と同時に、研究を軌道に乗せた。後半期（応用研

究）を見据えて、新たに流域比較研究ユニットを

設定した。八戸市域における集落の歴史動態研究

においては、前年度の続きとして研究データベー

スの質的向上を目指した。とりわけ作業を進める

うえで浮上した問題点、すなわち遺構認定の諸問

題を浮き彫りにした。３年目においては、遺跡デー

タベ―ス作成に向けた研究会「空間情報技術を活

用した集落研究講座」を開催し、遺跡集成研究の

実現に向けた４度の検討会を行った。

　縄文時代の集落構造を理解するうえで土坑の認

定は重要な鍵を握っている。そこで、共同研究者

間での共通理解を得ることを目的として、6 月 14

日、15 日に八戸市埋蔵文化財センター是川縄文

館を会場として、第１回考古班研究集会『集落遺

構の認定について：墓・住居・貯蔵穴・陥穴』を

開催した。１日目に村木淳（八戸市埋蔵文化財セ

ンター是川縄文館）より八戸市域の縄文時代遺跡

からみた墓、住居、貯蔵穴、陥穴の認定の問題点

について、２日目に横山寛剛（八戸市埋蔵文化財

センター是川縄文館）、佐藤宏之（東京大学）よ

り、八戸市域と多摩ＮＴの発掘調査事例を交えな

がら、遺跡発掘現場における陥穴の認定の問題点

が指摘された。八戸の集落変遷一万年を理解する
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うえで根幹をなすと考えられる墓、住居、貯蔵穴、

陥穴の認定に関する諸問題について議論を深め

た。

　他、理論面の強化を図るため、12 月 20 日に第

２回考古班研究集会「集落の継続・断絶を考える」

を開催した。根岸洋（国際教養大学地域環境研究

センター）は、欧米諸国における民族考古学的文

献を渉猟しつつ、東北縄文社会において大型の集

落ができて消える理由、その背景について話題提

供された。さらにプロジェクトの中間的報告を兼

ねた公開研究会『八戸の縄文集落変遷―なぜムラ

ができ、消えたか？ Vol.2―』を開催した（会場：

八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館、日時：12

月 21 日）。演者と演題は以下の通り。①小林圭一

「八戸の縄文時代後晩期」、②村木淳「八戸地域の

縄文後期集落：風張から是川へ」、③市川健夫「八

戸地域の縄文晩期集落：是川を中心に」、④杉山

陽亮「八戸地域の弥生時代の集落」、⑤長井謙治「遺

跡データベースからみた八戸の縄文集落変遷」で

ある。

　流域比較研究ユニットにおいては、三面川流域、

津軽ダム、小又川流域、最上川流域の広域比較を

目的に東北芸術工科大学を会場として第１回目研

究集会を開催した（6 月 21 日）。他、古代班では

八戸市域における遺跡データベースの構築が進ん

だ。これにより、５世紀後半から 11 世紀までに

５度の集落動態の画期が存在したことが明らかに

なった。立地に関しても７世紀と９世紀後葉に変

化が見られることを明らかにしている。

d. 平成 27 年度

　４年目は、基礎研究から応用研究への移行とし

て、新たに流域比較研究ユニットを設定した。基

礎研究を継続させると同時に、新設した「流域比

較研究ユニット：米代川・岩木川・最上川・北上

川流域の縄文集落の比較」の具体的な研究を開始

した。八戸市域における集落の歴史動態研究にお

いては、前年度の続きとして研究データベースの

質的向上を目指した。とりわけ作業を進める上で

浮上した問題点を浮き彫りにした。「流域比較研

究ユニット」の具体的研究として、小又川上流域

における遺跡巡検と遺物見学を目的とした野外調

査を行った。また、流域比較研究ユニットにおい

ては、北秋田市教育委員会会議室を会場として第

２回流域班研究会を開催した（10 月４日）。

　本プロジェクト考古班における次年度最終報告

を見据えた意見交換を図る目的において、12 月

に第３回考古班研究集会「最終報告書に向けての

構想発表」（会場：是川縄文館会議室、12 月 13 日）、

第３回公開研究会「八戸の集落 1 万年：古代地域

社会の動態―なぜムラができ、消えたか？　Vol.3

―」（会場：八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館、

12 月 13 日）を開催した。午前の考古班研究集会

においては、最終報告書の執筆を見据えた 10 ～

15 分程度のハンドアウト資料を使った構想発表

が行われた。演者は以下の通り。１．全体（長井

謙治・近藤康久）、２．縄文時代早期（中村哲也）、

３．縄文時代後・晩期（村木淳・市川健夫）、４．

弥生時代（杉山陽亮）５．古代（宇部則保・北野

博司）。今後の課題として、縄文時代中期の研究

を充実させることが決定し、その執筆には横山（八

戸市埋蔵文化財センター是川縄文館）があたるこ

とで合意したが、その後の都合により中期は安斎

が担当することになった。遺跡 DB に基づく共同

研究においては、旧石器・縄文時代遺跡 DB の活

用を図ることが課題となったが、平成 26 年度ま

でに登録した世界測地系にいくつかの誤入力があ

ることが判明したため、平成 27 年 12 月 11 日ま

でにそれら全てを訂正し、更新した。

　「古代班」では、継続してきた①八戸市周辺の

遺跡のデータベースに基づく基盤研究、②東北古

代集落変遷に関わる考古学的・環境史的研究の二

つについて、それぞれ具体的な調査と研究の進展

がみられた。①では昨年度までに集成したデータ

ベースの補足（遺跡の追加）と、当該データに基

づく GIS 分析・密度図等の作成（近藤康久）、デー

タの補正を行った。対象時期を 5 世紀後半～ 11

世紀代とし、その間を大別 5 期、細別 13 期に区

分して各時期の竪穴建物数、増減、分布等を検討

した。②では、①の作業と併行して、それぞれの

画期の解釈について討論した（7 月 4 日）。それ

とは別に、段丘面区分に基づく遺跡立地の詳細を

確認するために八戸市域、おいらせ町内の現地踏

査を行った（7 月 5 日）。
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e. 平成 28 年度

　最終年度にあたる５年目は研究の総括をした。

東北地方における集落変遷１万年をマクロ・ミク

ロ双方から検討することを念頭とし、精緻な遺跡

データの作成を可能とする核フィールドとしての

「八戸」と、河川流域単位とした「東北」地域の

考古学的動態を縦横に広域比較することを目的と

した。研究対象フィールドを「八戸」に限定し、

過去４年間に蓄積した遺跡データの総合的な理解

を行う。

　成果報告書に作成にむけた共同研究者との協議

を２度行う。

３　総括

　考古班では、複合領域的に復元される日本列島

内の「東北」という地域の歴史の一部を明らかに

するために、過去一万年間の八戸市域における集

落の歴史動態研究、ならびに河川流域を単位とし

た遺跡群の比較研究を推進した。

　八戸市域における集落の歴史動態的研究を基軸

とし、初年度よりフィールド調査の企画、関係諸

機関との調整、自然科学一般に関する情報収集な

ど、本格的な調査を実現させるための基盤づくり

をおこなった。過去一万年間にわたる膨大な考古

学的資料を有する八戸市域を研究対象として、八

戸市埋蔵文化財センター是川縄文館による全面的

なご協力を得て、研究を進めることができた。こ

こに記して厚く感謝する次第である。

　八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館が作成し

た遺跡台帳をベースとして、青森県教育委員会に

よる遺跡情報、その他この数年で新たに調査され

た遺跡項目を加えた最新の遺跡データベース（遺

跡 DB）を作成して、本プロジェクトの基本情報

を作成した。このデータベースの作成には、東

北芸術工科大学歴史遺産学科考古学研究室の学生

諸君が中心的な役割となり行った。膨大な発掘調

査報告書の図版のスキャニングと基本データの入

力には、始動してから有に２か年を費やした。誤

記の訂正、用語と項目の再統一をはかるのにさら

に 1 年を費やし、ついに遺跡 DB の完成に漕ぎつ

けたわけである。本プロジェクトが作成した遺跡

DB は、情報精査をしたものに限定しており、遺

跡総数は遺跡 DB 総数と必ずしも対応しない。

　先史班による研究成果は、八戸市域における過

去一万年の集落変遷と歴史動態の検討として、本

報告書に集約させた。次の長井・近藤論文では、

遺跡 DB にもとづく地理情報システムを用いた遺

跡の密度と立地傾向分析、および新井田川下流域

をターゲットとした旧石器時代以降の集落変遷に

かかわる考古学的検討を行っている。八戸市域に

おける集落変遷一万年の歴史動態をビジュアルに

描くことを目的としており、カーネル密度分析に

よる遺跡の立地の密度の変化を描出した。また、

新井田川流域における集落の成立から解体までの

構造変動を検討した。結果、グローバルな気候変

動に対応する縄文時代以降の集落変遷の画期と立

地変遷が明らかになった。例えば、縄文時代早期

中葉における遺跡数の急増と低地利用、前期（海

進後）における古八戸湾沿岸部への遺跡立地と拠

点形成、中期における内陸部への遺跡進出と中期

末葉から後期前葉における遺跡数の倍増、後・晩

期における拠点形成と遺跡数の縮小、古代におけ

るドラステックな集落変遷過程を明らかにしてい

る。

　この論考で素描した変化の背景について、考古

学的事例に基づき詳しく検討したのが以降の論考

である。縄文時代前半期（安斎論文）と縄文時代

後半期（小林論文）に分けて、八戸市域を取り巻

く周辺地域にまで検討の地域を広げて、八戸市域

における集落変遷を考察している。安斎論文では、

早期の集落が約 8,200 年前に 170 年間続いた地球

規模の気候の冷涼化と急激な回復現象（8.2ka イ

ベント）のあおりを受けて集落形成された可能性

について言及している。巧く読み取れないとしな

がらも、温暖期の物見台式期、冷涼期の吹切沢式

期、回復期にあたるムシリⅠ式期を想定している。

縄文海進から地球規模の冷涼化（5.8ka イベント）

まで続く前期的な大型集落が成立するが、その集

落の解体・再編成、中期的集落の形成について論

じられている。

　続く小林論文においては、風張（１）遺跡から

中居遺跡への集団移住に関する歴史的動態につい

て、細別時期に基づく集落動態が論じられている。
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また、県下の縄文時代後半期の遺跡分布の分析を

通して、拠点集落とそれを取り巻く小規模な遺跡

が、それぞれ社会的機能を分有して並存していた

ことを指摘している。また本報告書に収録しきれ

なかったが、北野は、５世紀後半から 11 世紀ま

でに５度の集落動態の画期が存在したこと、７世

紀と９世紀後葉に立地上の変化が見られることな

どを明らかにしている。

　佐藤論文「列島から見た八戸」では、それまで

に検討した八戸市域における過去一万年の集落変

遷について、汎列島的な視野でいかなる理解を可

能とするか、広く列島からみた八戸一万年の集落

変遷について、特に弥生時代以前を中心とした全

体像の考察が試みられた。

　５カ年の研究を経て、ひとり八戸市域にみる遺

跡動態は、広く東北地方北部のみならず、グロー

バルな環境変動や列島全域におけるヒトとモノの

移動の中で成立した動きの一部を垣間見ているに

過ぎないことを痛感する次第である。

　本研究プロジェクトで提示した八戸市域を対象

とした集落変遷モデルは、以後、広く列島のなか

で比較検討する余地がある。プロジェクトの課題

として流域比較研究が残された。この課題に対し

ては、例えば三面川流域、岩木川流域、小又川流

域、最上川流域を対象とした広域比較が今後可能

である。

　本研究はそうした将来の応用研究に向けた基礎

研究として位置付けたい。

　以上が、考古班で取り組んできた地域密着型研

究の成果であるが、同時並行的に進めてきた地域

資源活用研究にも付言しておきたい。

　考古班では、地域資源の開発と活用という点

において、長井謙治を調査団長とした日向洞窟

遺跡発掘調査団を組織して、高畠町教育委員会と

山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館の協力を

得て、山形県高畠町の洞窟遺跡群の考古学的調査

を実施した。調査は平成 25 年度より４カ年続け

て実施し、これまで縄文時代草創期から中期にか

けての集落動態に関わる豊富な遺物と自然科学的

データを獲得している。平成 28 年度には中間的

な総括報告を行った。

　日向洞窟遺跡の考古学的調査には、東北芸術工

科大学芸術学部歴史遺産学科の学部生の他、同大

学文化財保存修復学科、美術科日本画コースと洋

画コースの大学院生・学部生、東北大学、富山大

学、早稲田大学、國學院大學、立命館大学、茨城

大学、山形大学、東京藝術大学、福岡大学、京都

造形芸術大学の大学院生・学部生など、多数の学

生が参加した。研究と教育の連携という点で重要

なパイプを構築させることを目的としたこの考古

学的調査には、まさに地域からの熱い援助を得て

実現できた。平成 25 年度の第１次調査以降、３

カ年続けて現地説明会を開催し、のべ 100 人を超

す地域住民の現地への来跡をみた。

　報道機関８社を越す新聞社、TV 報道局からの

広報が積極的に行われたことも特記しておく。山

形県高畠町の地域資源を開発し、その研究成果を

地域に還元するという実践教育の場として、ある

いは若手研究者の育成の場として、山形県高畠町

における洞窟遺跡群の考古学的調査は、貴重な試

みとなった。

　この学術的成果の一部については、別冊『日向

洞窟遺跡の発掘記録：第 1 次発掘調査報告書』（東

北芸術工科大学東北文化研究センター刊行）に掲

載した。４年間の発掘調査の概要については、別

冊『山形県高畠町日向洞窟遺跡の発掘調査概要

（2013 ～ 2016 年度）』（東北芸術工科大学東北文化

研究センター刊行）に収録する。
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遺跡データベースから見た八戸の集落変遷一万年
―新井田川流域における集落の成立と解体―

東北芸術工科大学芸術学部／東北文化研究センター

長井 謙治

総合地球環境学研究所

近藤 康久

１　はじめに

　我が国では、1950 年代に始まる高度経済成長期

以降の埋蔵文化財行政による組織的・重点的な調

査によって、甚大な数の遺跡が発掘されており、

そこから得られた考古学的情報はもはや個人研究

者の頭脳では把握しきれない数量に達している。

縄文時代に人口密集域であった東北日本も例外で

はなく、例えば青森県域においては、既知の遺跡

約 4,860 か所のうち、縄文時代の居住痕跡を伴う

ものは約 3,480 か所に及ぶ（中村　2013）。個人研

究者あるいは研究グループによる遺跡情報の集成

及びカタログ作りはある程度進んでいるが（例え

ば上條編　2016、小林　2012）、現状は資料の網

羅的集成と個別研究にとどまっており、集めた資

料をいかに総合的に分析し、解釈するかというこ

とが課題となっている。

　本研究では、八戸市域における集落変遷一万年

の歴史動態をビジュアルに描くことを目的とし

て、量的に豊富な考古学的データをもつ八戸市域

を対象に過去一万年を対象とした遺跡データベー

スを作成し、地理情報システムを用いた遺跡の密

度と立地傾向分析、および新井田川下流域をター

ゲットとした旧石器時代から近世に至るまでの遺

跡消長に関する考古学的分析を行う。

２　研究の特色

（１）考古学における計量的時空間分析の展開

　遺跡や出土遺構・出土遺物の地域ないし広域で

の時空間動態を計量的に明らかにしようとするア

プローチは、1970 年代に生態学や地理学から分析

手法を取り入れつつ成立した（Hodder and Orton 

1976）。昨今は、コンピュータで地図を描く地理

情報システム（GIS）の普及と処理能力の向上に

より、膨大なデータを扱う計量的な空間分析を簡

易に行うことができるようになった。

　かたや、西南関東の多摩ニュータウン（多摩

NT）や港北ニュータウン（港北 NT）地域におけ

る組織的な大規模遺跡調査を通して、行政界とい

う人工的枠組みを越えて、往時の歴史地理に即

した行動論的な理解を可能とする各種の計量的

分析を可能とする基礎資料がもたらされた（小林　

1973、可児　1982、坂本・倉沢　1990 等）。

　谷口康浩は、多摩 NT と港北 NT における縄文

時代早期から中期までの住居と集落の地理的変異

とその通時的変遷を明らかにし、計算モデルを利

用した幾何学的分析が集落論に重要な情報をもた

らすことを実証した（谷口　1993、2002）。谷口

の新しい集落研究は、幾何学的方法を用いて地理

的変異を導出する歴史地理学的な計量的分析が、

縄文時代における遺跡群研究に有効であることを

証明した先駆けとして重要である。90 年代にお

ける萌芽的な研究を経て、地理情報システムを利

用した計量的時空間分析が、次なる波として台頭

してくるのは最近のことである。

　80年代以降における考古学分野への地理情報シ

ステム（GIS）の普及とその処理能力の向上により、

膨大なデータを扱う計量的な空間分析が簡便に行

えるようになった。津村宏臣・小林謙一らによる

縄文集落の生態論的研究、あるいは中村大らによ

る地理情報システム（GIS）を採用した祭祀空間
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の分析は、集落研究の新局面を見出している（小

林他　2002、西本他　2001、津村他　2002a、津

村他　2002b、千葉他　2000、中村　2010、2011 等）。

小杉康（2009）は北海道における縄文遺跡のカー

ネル密度分析を試みており、サイトキャッチメン

ト 50km の検索半径において、有意なまとまりが

見出せること、行政区分による「地域」という枠

組みを越えた「超越的地域」の導出に成功するこ

とを指摘している（小杉　2009）。小杉の密度分

析は北海道全域を対象としているため、各市町村

レヴェルの調査密度を反映していない。真の遺跡

密度を知るためには、より狭い範囲で網羅的に分

布調査が行われてきた地域を対象とするのが学術

的に望ましいが、こうした分析に適したフィール

ドのひとつが八戸市域である。

（２）八戸市周辺における集落変遷研究

　90 年代に青森県遺跡（小山・及川　1996）、及

び馬淵川流域を対象として進められた悉皆的な考

古学的遺跡調査（工藤　1997）、および東北日本

の遺跡データベースの作成（横山・千葉　1997、

2002）などは、その後の青森県域における遺跡群

研究の出発点として、重要な存在となってきた。

　小山修三・及川昭文は、青森県の縄文時代遺跡

を６期区分（草創期・早期・前期・中期・後期・

晩期）で集計して通時的な土地利用変遷を検討し

ている。小山・及川は縄文時代後期における遺跡

数の増加と海抜 300 ｍ以上の高地利用の開始につ

いて指摘している。寒冷化に伴う小規模で移動的

な居住様式への移行というものが、この変化を促

したと推測しており、環境変化への適応形態とし

て、遺跡立地と居住形態モデルの変化を起こすこ

とを明らかにしている（小山・及川　1996）。遅

れて、千葉史・横山隆三（1999）らもまた、東北

地方における旧石器時代以降中世までの地形・統

計解析を行っている。旧石器時代と縄文時代早期

の遺跡立地が近似することを明らかにしている。

高瀬克範（2003）は、青森県教育委員会が登録し

た『青森県遺跡地図』を参照して、縄文・弥生遺

跡データベースを作成、岩木川流域における晩期

から弥生時代の遺跡群の歴史動態を検討してい

る。結果、縄文時代晩期から弥生時代前期におい

て、人口流出を背景とする集落の統合化と相対的

な低地への集住化（高瀬　2000）というものを背

景として、岩木川流域で遺跡数が激減すること、

弥生時代の遺跡が平野部の低地に急激に増加する

ことを明らかにしている。高瀬は、弥生時代前期

以降に平野部と山間部に遺跡分布が二極化するこ

と、中期後半まで段階的な画期を経て、大規模

な水稲稲作をおこなう「縄文系弥生文化」（設楽　

2000）が形成されてゆくことについて、流域を分

析単位とした遺跡群の動態分析によって明らかに

している。

　八戸市域においては、新田川・馬淵川流域を対

象とした集落研究が村木淳（2010、2011）、根岸

洋（根岸　2010、根岸・市川　2011）らによって

積極的に行われている。

　村木は新井田川下流域の旧石器時代から縄文時

代の主要な遺跡を概観して、縄文時代早期中葉に

遺構が多く発見されること、前・中期に円筒文化

が繁栄を迎え大規模集落が出現すること、中期末

葉から大規模集落が減少すること、この時期に中

心的な役割を果たした拠点集落の周辺に小さな集

落が分散して存在するようになること、晩期に至

り遺跡数が激減して、長期間の継続をみせる大型

の集落が新井田川・馬淵川・松館川などの河川沿

いに存在するようになること、弥生時代の前期初

頭に遠賀川系統の土器をともなう遺跡が広域展開

をみせること、弥生時代の中・後期に至り、遺跡

数が極端な減少をみせることなど、八戸市域にお

ける縄文時代の集落変遷の全体像を指摘している

（村木　2010、2011）。

　こうした新井田川下流域にみる縄文遺跡の変遷

の大綱は、青森県全域を対象とした集落構造の変

容をよくあらわすものといえる（斉藤　2009、関

根　2014）。縄文時代中期末葉における大規模集

落の解体については、たとえば住居址数と遺跡

数の試算により、集住と分散による現象として

理解できるようである（市川　2012）。この原因

を集落の解体とみなすか、資源獲得のための出先

村の新設とみなすかなど意見は様々にあるものの

（菅野　2015）、中期後半の小規模集落遺跡の出現

は東北縄文文化一般の傾向にあるといえる（岡

田　1991、菅野　2011、鈴木　2009）。また、新
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井田川流域において、遠賀川系土器を保有した集

団が入植する点について、根岸らは新井田川下流

域への「選地」が働いていた可能性について指

摘しており、興味深い（根岸　2010、根岸・市川　

2011）。

　馬淵川下流域との比較も進んだ。村木（2010）

や中村（2015）は、中掫浮石降下後の円筒土器文

化期の集落は、馬淵川下流域に少なく、新井田川

下流域などの内陸部に遺跡が多いといった遺跡の

偏在について指摘している。また、縄文時代後期

前葉の十腰内Ⅱ ~ Ⅴ式が他地域からの伝播の影

響を受けて成立したとも考えているようである

（村木　2010）。

　最近、中村哲也（2013）により青森県域におけ

る縄文時代遺跡の再集成が行われている。小山・

及川（1996）による遺跡集成から 20 年弱を経て、

以降 1.6 倍に増加した資料についてデータを更新

し、約 20 年ぶりに県下の縄文時代遺跡の地理的

な歴史動態を統計学的に検討したものといえる。

中村による研究は、最新のデータを計量的に分析

した点で新しい。①草創期から前期にかけての遺

跡数・住居跡の増加、②中期から後期への住居数

の減少、大規模集落の解体、後期の遺跡数の増加、

③後期から晩期への集落数、住居跡数の減少な

ど、概ね先行研究が指摘した内容を追認した結果

となっている（中村　2013）。

（３）八戸市周辺における集落生態系の復元的研
究

　東京大学・八戸市埋蔵文化財センター是川縄文

館による共同研究「古八戸湾変遷と集落生態系の

復原」により、縄文時代前半期における十和田火

山と縄文海進を背景とした八戸地域の環境変動と

集落動態が明らかになりつつある（辻他　2015、

一木他　2015、）。本プロジェクト事業は、古環境

と遺跡分析により「古八戸湾」の形成・衰退過程、

それに関わる人間活動の復原をめざしたものであ

る（杉山　2012）。低地部における複数のボーリ

ングコア・サンプルによる植生・年代学的分析に

よれば、早期後葉の貝塚群が約 7,100 ～ 6,500BP

に形成されたこと、早期後葉の古八戸湾に干潟環

境が出来上がっていたこと、早期後葉の海水面は

現標高約 10 ｍに位置していた可能性などが示さ

れた（一木他　2012）。その後、年代学的研究によっ

て、海洋リザーバー効果についての点検がおこな

われた。その結果、測定した炭化種実４点の 14C

年代値は約 7,280 ～ 7,200BP（約 8,150 ～ 8,000cal 

BP）となることが判明し、赤御堂遺跡および長

七谷地遺跡が「赤御堂式」という縄文時代早期末

から前期初頭におさまるほぼ同時期に形成された

ことが明らかになった。

　沖積地において実施されたボーリング・コアか

らは前期以降の環境指標植物も得られており、前

期以降八戸市域においては、コナラ亜属が優勢

な落葉広葉樹林が継続したこと、To-Cu 降下以前

の前期前半においてコナラ亜属やブナ属が優勢、

To-Cu 降下以後にブナ属が減少、クリ属が増加す

ることが明らかとなっている。また、中期から後

期の気候の寒冷湿潤化と連動してトチノキ属、低

地や谷でハンノキが増加し、その後にスギ属が出

現するという植生変遷が確かめられたようである

（國木田他　2008、吉川　2008、一木他　2012）。

　以上のように、東北地方北部における八戸市域

においては、これまで十分な調査のなかった沖積

地に自然科学分析のメスが入れられたことで、過

去 1 万年の環境変化が明らかになりつつある。も

とより、縄文時代の遺跡密度がきわめて高く、す

でに詳細な遺跡地図が公開されている八戸市域を

対象として、近年得られた古環境データを加えて、

遺跡立地の時系列変化を計量的に分析できる格好

のフィールドがもたらされたといえよう。

　本研究においては、八戸市教育員会が作成した

遺跡台帳に新たに調査された遺跡項目を加え、八

戸市埋蔵文化財センター是川縄文館によるご協力

のもと、最新の遺跡データベース（以下、遺跡

DB）を作成した。そして、地理情報システムと

生態ニッチモデリングを採用した遺跡の密度と遺

跡立地の標高分析を試みた。さらに新井田川流域

における縄文集落変遷について、このモデルの検

証の為の考古学的分析を行った。

　遺跡 DB の作成には２か年を費やした。誤記

の訂正、用語と項目の再統一をはかり、遺跡 DB

構築における資料の問題点（横山・千葉　2002：
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180）を克服した。

　なお、本プロジェクトが作成した遺跡 DB は、

情報精査をしたものに限定しており、実際の遺跡

総数は遺跡 DB の総数と必ずしも対応しない。

３　マクロな視点から見た歴史動態と画期

（１）遺跡密度の時系列分析

Ａ：対象と方法

　2014 年 10 月時点の八戸市域を解析領域とした

（図１・２）。八戸市教育委員会が作成したデータ

べース、および青森県教育委員会からインター

ネット刊行されている遺跡地図・遺跡地名表（青

森県教育委員会　2014）に基づいて、八戸市域の

遺跡テーブルを作成した。テーブルには以下の

データ項目を収録した。

・ 数字 5 桁の一意識別子（ID）

・ 県の新台帳番号（市町村コード 3 桁＋通し番号

3 桁）

・ 遺跡名称

・ 遺跡種別（集落、貝塚、古墳、城館跡、寺社跡、

生産遺跡、狩猟場、散布地など）

・ 所在地

・ 経緯度

・ 帰属時期（旧石器、縄文、縄文草創期・早期・前期・

中期・後期・晩期、弥生／続縄文、古代、中近世、

時期不明）

・ 帰属時期フラグ（上記の各期について、該当す

れば Y, 該当しなければ N）

・ 文献

　遺跡テーブルには、505 か所の遺跡を収録した。

時期別の遺跡数は、旧石器時代が 3 か所、縄文時

代が 456 か所（図１[20]）、うち草創期が 14 か所

（同図 [21]）、早期が 106 か所（同図 [22]）、前期

が 121 か所（同図 [23]）、中期が 108 か所（図２[24]）、

後期が 238 か所（同図 [25]）、晩期が 114 か所（同

図 [26]）、弥生／続縄文時代が 54 か所（同図 [30]）、

古代が 190 か所（同図 [40]）、中近世が 46 か所（同

図 [50]）である。

　遺跡の時期別分布は、ESRI ArcGIS for Desktop

を用いて図化した。密度図の作成にあたっては、

カーネル密度を用い、出力ラスタのセルサイズは

500m、検索範囲は 2000m に設定した。

Ｂ：結果

　解析の結果、以下６つの傾向が明らかとなった。

１）縄文時代早期に売場、日計、蕪島遺跡など、鮫・

白銀地域の開発が盛んになり、遺跡数が増加する。

２）前期（海進後）に古八戸湾沿岸部に遺跡が立

地し、海岸部に拠点集落を形成する。３）中期に

新井田川流域において、遺跡が内陸部に移動する。

そして、後期に遺跡数の急増を迎える。４）後期

には、遺跡数が早・前・中期の２倍強に達しており、

風張（１）遺跡など拠点集落が新井田川下流域に

形成される。中期末から後期初頭における遺跡の

分散がこれと関係している可能性が高く、拠点集

落は中居遺跡など晩期にも継続する。５）弥生時

代は遺跡数が減少し、遺跡は散漫な分布を示す。

６）古代（５世紀～ 11 世紀）においては、長苗代、

北高岩、是川－田面木に拠点が形成される。

（２）縄文早・後期遺跡の立地傾向分析

Ａ：対象と方法

　遺跡数の増加が顕著な縄文早期と後期を対象

に、 生 態 ニ ッ チ モ デ ル（ecological niche model）

を用いて遺跡の立地傾向を解析した。生態ニッチ

モデルは生物種の位置情報と気温・降水量・標高

などの環境情報を入力変数とする機械学習によっ

て、生物種のニッチの存在確率を空間的に推定す

る方法である（Peterson et al. 2011）。生物種を遺

跡と読みかえれば、考古学に応用することが可

能になる（Banks et al. 2006、近藤・小口　 2011、

Kondo  2015）。このモデルを用いて、八戸市域の

縄文早期および後期遺跡の立地傾向を推定した。

　立地傾向の推定にあたっては、八戸市域を包含

する、平面直角座標系第 X 系の東辺 72000、西辺

38000、北辺 70000、南辺 36000 で画される 34km

四方の領域を解析領域とした。縄文早期と後期そ

れぞれの遺跡の位置（XY 座標）と、国土数値情

報 5 次メッシュデジタル標高モデル（DEM；解像

度 10m）および ArcGIS for Desktop を用いて DEM

から計算した傾斜角・傾斜方向、および古八戸湾

の復元推定図（一木他　2012）に基づく陸域マス

クを入力変数とし、最大エントロピー法（MaxEnt）
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図１　八戸市域における過去 1 万年の遺跡の位置と密度（１）

八戸市域の遺跡の位置と密度 八戸市域における遺跡（全期間）の位置と密度

八戸市域における縄文遺跡（全期間）の位置と密度 八戸市域における縄文草創期遺跡の位置と密度

八戸市域における縄文早期遺跡の位置と密度 八戸市域における縄文前期遺跡の位置と密度
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図２　八戸市域における過去 1 万年の遺跡の位置と密度（２）

八戸市域における縄文中期遺跡の位置と密度 八戸市域における縄文後期遺跡の位置と密度

八戸市域における縄文晩期遺跡の位置と密度 八戸市域における弥生／続縄文遺跡の位置と密度

八戸市域における古代遺跡の位置と密度 八戸市域における中近世遺跡の位置と密度
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に基づくニッチ推定を実行した。上記以外の、年

平均気温や最寒月・最暖月平均気温、年降水量な

どの環境変数は、解析領域が十分小さいため一様

であると仮定した。計算実験はサンプルの 10%

をランダムに除去して 10 回試行した。

Ｂ：結果

　結果を図３および図４に示す。まず縄文早期

については、モデルの予測能を示す AUC（Area 

Under the Curve）は 0.751 で許容範囲（acceptable）

である。環境変数の中では、標高の寄与率が圧倒

的に高い。この傾向は後期（AUC=0.763）におい

ても同様である。標高の寄与をよく調べると、縄

文早期の集落は比較的標高の低いところにニッチ

を占める（図 3-2）のに対し、後期集落は低いと

ころに加えて高いところにも第二のピークをもつ

図３-1 八戸市域における縄文早期遺跡の

ニッチ存在確率

図３-2 八戸市域における縄文早期遺跡のニッチ存

在確率に対する標高の寄与

図４-1 八戸市域における縄文後期遺跡の

ニッチ存在確率

図４-2 八戸市域における縄文後期遺跡のニッチ存

在確率に対する標高の寄与

表１　八戸市域における縄文早期遺跡のニッチ

存在確率に対する環境変数の寄与度

表２　八戸市域における縄文後期遺跡のニッチ

存在確率に対する環境変数の寄与度
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（図４-2）。すなわち、生態ニッチモデル（Maxent 

最大エントロピー法）においては、縄文早期集落

は比較的標高の低いところに集中すること、後期

集落は低いところに加えて高いところに第二の

ピークをもつことが指摘できる。

４　新井田川流域における集落変遷

　ここでは、計量的分析による結果を検証する為

に、新井田川流域における遺跡の通時的変遷につ

いて、出土遺構・遺物の検討を行った。対象とす

るのは新井田川上・下流域に位置する旧石器時代

以降の 26 遺跡である。

　小稿では、新井田川流域を便宜的に上・下流域

に二分して、旧南郷村に位置する南郷区を「上流

部」、合併前の八戸市域を「下流部」と区分した。

上流部は岩手県側で雪谷川・瀬月川に分岐するが、

ここでは岩手県側の遺跡については検討していな

い。

　発掘調査が行われた遺跡を検討対象とし、その

中から遺跡の性格が比較的明らかになっている重

要な遺跡を選んだ。遺跡台帳に記された地表面採

集資料などからの時期判定においては、大別時期

による時期別変遷を量的データで示すのに好都合

の反面、細別時期における変化と集落規模につい

ての検討を困難としている。この問題を解消する

ために、縄文時代については土器型式から初頭、

前葉、中葉、後葉、末葉の細別区分をした。弥生

時代については、前期、中期、後期、古代以降に

ついては西暦で区分した。ここでいう古代とは５

世紀～ 11 世紀のことをさす。

　結果を模式的にあらわしたのが図 6 である。

（１）旧石器から縄文時代前半期

　旧石器から縄文時代草創期における遺跡はきわ

めて低調である。田向冷水遺跡（八教委　2008）

で高館火山灰と八戸火山灰（1.7 ～ 1.5ka）の間か

ら、後期旧石器時代後半期における石刃石器群と

石英系の礫石器群が出土している。旧石器時代の

遺跡はこの１例にとどまり、縄文時代草創期中頃

の遺跡として牛ケ沢（４）遺跡（八教委　1997、

2001、2004a,b）、草創期末から早期初頭の遺跡と

して潟野遺跡（県教委　2006b、2007）と田向冷

水遺跡があげられるに過ぎない。牛ケ沢（４）遺

跡で爪形文土器が出土しているが、単体資料であ

るため詳細はつかめない。潟野遺跡と田向冷水遺

跡で草創期末から初頭にあたる無文土器・刺突文

土器が出土している。資料数は僅かであり、同時

期の遺構も確認されてはいない。

　新井田川中・下流域で遺跡数が明確な増加を

図 5　古八戸湾周辺における縄文時代早期と前期の遺跡分布と密度
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みせるのは、早期中葉の白浜式以降である。田

向遺跡（八教委　2009）で白浜式期の土坑が 194

基、住居址が 21 棟、田向遺跡と新井田川を挟ん

で対岸の館平遺跡（八戸市　2009）で白浜式期の

住居址４棟が見つかっている。新田遺跡（県教委 　

2006a）や牛ケ沢（４）遺跡でも白浜式期の住居

址がそれぞれ１棟確認されており、牛ケ沢（４）

遺跡では土坑などの併設遺構も検出されているよ

うである。

　田向遺跡と館平遺跡のいずれの住居も建て替

えによる遺構プランの重複跡が見られることか

ら、早期中葉という時間幅の中で数件単位のまと

まりが数段階にわたり変遷したものと考えられ

る。しかし、たとえば上流域の畑内遺跡（県教委　

図 6　新井田川流域における集落変遷概念図
※型式不明の土器、時期不明の住居・土坑についてはカウントしていない
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2001）で白浜式期の土器片のみが出土するなど、

遺構を伴わない短期滞在型の遺跡もみられる。

牛ケ沢（４）遺跡においては白浜式期の小規模な

集落形成の前後にも日計式の住居址３棟、ムシリ

Ⅰ式の住居址８棟、土坑１基が構築されており、

早期を通して集落を形成した様相をみせるが、例

えば新田遺跡でムシリⅠ式・物見台式期、重地遺

跡（八教委 2002）で物見台式期の土器片のみが散

発的に見つかるといった散在行動を彷彿とさせる

出土状況もみられる。この点は早期中葉における

八戸市域の遺跡数の増加が、人口増をイコールで

意味しないことを示している。すなわち、早期中

葉における遺跡の増加は、移動範囲の拡大を示し

ている可能性がある注１）。

　早期後葉から末葉において遺跡数が微減してい

る。この点については、8.2ka ボンドイベントと

縄文海進に関係している可能性があり、気候変動

との関係でこの原因を考えておく必要がある。下

流域の弥次郎窪遺跡で寺ノ沢・ムシリ・早稲田

５類土器、上流域の松石橋遺跡（県教委　2003b）

で早期末葉の遺物が単発的に見つかるほか、早期

後半の拠点的といえる遺跡は新井田川流域で減少

している。この点は、縄文海進後に古八戸湾沿岸

部に拠点的な遺跡を展開した結果であるとみてお

くのが妥当であろう。

　図 5 に東京大学・八戸市埋蔵文化財センター是

川縄文館による共同研究「古八戸湾変遷と集落生

態系の復原」により推定復元された古八戸湾の範

囲（一木他　2012）と縄文時代早期と前期の遺跡

の位置と密度の関係を示す図を掲げた。約 8,150

～ 8,000cal BP の早期末から前期初頭に残された

大規模遺跡、すなわち長七谷地貝塚や赤御堂遺

跡（八教委　1989）が、推定される海進後の海岸

線付近に立地していることが分かるであろう。こ

の点は、縄文海進後に古八戸湾沿岸部に拠点的な

遺跡を展開した結果を傍証しているように思われ

る。

　早期末の新井田川流域における遺跡は一見減少

したようにみえるものの、実際この時期の大規模

遺跡は当時の沿岸付近に水没した可能性が高い。

早期末から前期初頭における縄文海進は、立地の

選択に大きく影響を与えたと考えられよう。

　新井田川流域に再び遺跡が点在し始めるのは、

前期前葉の早稲田６類に至ってからである。前述

の重地、畑内遺跡の他、弥次郎窪遺跡（県教委 　

1990）、楢館遺跡（県教委　2003a）などで早稲田

６類の土器片が単独で出土しはじめる。潟野遺跡

においては、早稲田６類期の住居址２棟、土坑３

基が検出されているが、全体として早稲田５類以

降に住居址をもたない遺跡が多く、住居跡数は伸

びない。

　前期中葉以降は、上流域の畑内遺跡や下流域の

重地遺跡で大型住居を伴う拠点的な集落を形成し

ているが、よく見ると前期を通して遺跡数には凸

凹の増減がみられる。新井田川流域においては、

円筒下層 a,b と d に遺跡が多く、c 式期に遺跡の

規模が縮小している（図 6 ）。円筒下層 a,b 式期

の遺跡は上流域の南郷区に集中をみせるが、円筒

下層 d 式期においては上流域と下流域の両方に認

められる。円筒下層 d 式の集落は上流域の畑内遺

跡と下流域の重地遺跡で二項的な存在をみせてお

り、河川移動を伴った集落間交流が頻繁に開始し

た可能性がある。全体として円筒下層 d 式期の集

落は上流域に多く、畑内のほか古坊、松石橋、筋

久保遺跡などで確認される。

　畑内遺跡においては円筒下層 a・b 式期と円筒

下層 d2 式～円筒上層 1 式期に集落規模のピーク

を迎える。円筒下層 a・b 式期に住居址 10 棟と土

坑 63 基以上という大規模集落を形成しており、

ふたたび円筒下層 d2 式～円筒上層 1 式期におい

ては大型住居が出現している（県教委 2001）。胎

土分析からは、畑内の異系統の円筒下層ｂ式土器

の大半が、畑内に居住した人々の手により製作さ

れたと判明しており、興味深い（ホール　2001）。

また、多量のフラスコ状土坑の存在は、植物質

食料の利用技術の高まりを示している（小林　

2011）。畑内には、日本海側の黒曜石や外洋性の

海産資源の搬入も認められる。海産資源の獲得に

際しては、直線距離にして 17km 離れた新井田川

河口に存在した集落との交流（小林　2001）、あ

るいは占拠領域の拡大によって、可能になったと

考えられる。石手洗遺跡（八教委　1990）、松ヶ

崎遺跡（村木　2011）、重地遺跡は、調査範囲が

狭く全貌をつかみづらいが、重複する竪穴住居址
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と土坑が狭い範囲に集積しており、やはり中期中

葉の中心的な集落として考えられる。

　石手洗や松ヶ崎、重地など、浜住みの集落と

山住みの集落との往還的な交流を裏付けるよう

に、先のカーネル密度分析による結果は、中期に

おいて新井田川流域に沿って南北方向に遺跡が展

開するよう遺跡立地が変化していることが指摘で

きる。中期の遺跡位置（図２[24]）のカーネル密

度図によると、遺跡集中のピークをみせる３つの

範囲（A,B,C）が、新井田川に沿って直線的な配

列をみせるのがわかる。中期の遺跡立地について

は、中掫浮石降下後の環境変化を積極的に評価し

て、内陸への移動が認められるとの評価がこれま

であったが（中村　2015: 179）、そうした理解と

矛盾はない。ここでは、拠点的な遺跡が新井田川

に沿って線状配列をみせるのが中期の遺跡立地の

特徴であったとみておきたい。

　前期末から中期にかけて本格化した堅果類や根

茎類など、植物質資源の利用技術の高まりと連動

して、おそらく河川を媒介とした動植物資源の上

下移動が活性化したと考えられる。山住みの村と

して畑内遺跡、浜住みの村の第一候補として重地

遺跡をあげておく。

　以上のように、畑内における大型集落の成立か

ら石手洗、重地を経て、松ヶ崎集落の解体にいた

るまでの前期中葉から中期後葉にかけては、円筒

下層 c 式期など停滞期を挟みながらも、基本的に

は多様な食糧資源と物資の獲得・交換を目的とし

た拠点的な集落が河川に沿って線状に展開してい

たとものと考えられる。

（２）縄文時代後半期

　第二の画期は、縄文時代中期末葉から後期にか

けての遺跡数の急増に求められる。八戸市域にお

ける縄文時代後期は、密度分析により遺跡数が早・

前・中期の２倍強に達していることが判明した。

この点については、中期後葉における大木系文化

の北進現象、あるいはトチノキへの植生の主要素

の交代（辻　2006、吉川　2008）などと関わる構

造変動を示すものと理解されるが、複合的な要因

がこれに関係していると考えたい。

　確かに、大木系の複式炉が新田遺跡の住居址４

棟に出現するなど（中村　2006）、東北南部の文

化要素が北上をみせるのもこの時期である。一見

遺跡数が急増したように思える中期末葉から後期

前葉は、規模が縮小した「見かけの」遺跡の増加

とみるべきであり、集落の解体と分散居住といっ

た社会の変化を示すものである可能性が高い（村

木　2010、2011、市川　2012、菅野　2011）。

　八戸市域における住居址と遺跡数の相関を調べ

た市川健夫（2012）は、大木 10 から十腰内Ⅰま

での住居址数の急激について注意している。同様

の傾向は関根達人（2014）によっても確認されて

いる。中期末葉から後期前葉にかけての遺跡数と

住居址数の増加は、早期のそれとは質的に異なっ

た社会再編を彷彿とさせる構造的な変容プロセス

として考えられよう。

　新井田川流域に限定してミクロにこの変化を

追ってみたのが図 6 である。興味深いことに、中

期末葉から後期初頭にかけて、集落の成立と解体

が短期間に起きているのがよく分かる。新井田川

流域における中期末葉の 13 遺跡の約６割（８／

13 遺跡）が新たに村を構えており、例えば下流

域の掘田遺跡（八戸市　2009）、赤御堂遺跡、潟

野遺跡、上流域の牛ヶ沢（４）、畑内遺跡などでは、

中期末葉に至ってはじめて村が営まれている。

　牛ケ沢（４）遺跡と畑内遺跡においては、それ

ぞれ中期前半においては大規模集落を構えていた

が、そうした大規模な集落は中期後葉までに一旦

廃絶している。そして、中期末葉の大木 10 式期

に再び小規模な村を形成し、後期中葉まで断続的

に継続させたと考えられる。

　図 6 で大木 10 式期の遺跡を点線枠で囲った。

この時期の遺跡が僅かな住居と遺構数からなる規

模の小さいものであり、しかも一時的なものを主

としていることがわかる。赤御堂遺跡、牛ヶ沢（４）

遺跡、畑内遺跡などは住居址１・２件からなる分

村としての機能を推定できる可能性があり、基本

的には後期前葉の十腰内Ⅰ式まで、この集落構造

は継起するものと考えられる。

　生態ニッチモデル（Maxent 最大エントロピー

法）においては、縄文早期集落は比較的標高の低

いところに集中、そして後期集落は低いところに

加えて高いところに第二のピークをもつことが明
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らかになった。例えば、島守地区においても、後

期に高台居住が開始している。こうした新たな居

住域の開拓と集落構造の変化の背景には、縄文社

会の再編を意味する変容が、中期末葉から後期初

頭に起きたと考えることができる。

　後期中葉以降の十腰内Ⅲ～Ⅴ式に至り、風張

（１）などの拠点集落が新井田川下流域に登場す

るが、こうした居住場としての明らかな拠点的性

格を帯びた遺跡というものは、十腰内Ⅲ ~ Ⅴ式以

降、晩期までにより一極化に向かったと考えられ

る。

　縄文時代後期後葉から晩期前葉にかけての風張

（１）と中居は密接な関係がある。晩期前葉も後

期後葉以降と基本的には同型の集落構造を有して

いた可能性が高く、拠点としての大規模遺跡（風

張（１）や中居）の周辺に衛星的に１・２件の住

居と遺構を伴う小さな集落、あるいは短い居留地

を有する集落構成に変化していったものとみられ

る。

（３）弥生時代以降

　弥生時代以降は、古代と中・近世に遺跡の増加

をみせている。弥生時代における遺跡は、散漫な

分布を示し、居住の拠点を形成しない。遠賀川系

の土器が南郷区松石橋遺跡、荒谷遺跡、畑内遺

跡、楢館遺跡など新井田川下流域から中流域にか

けて出土しており、河川を中心とした遺跡の展開

をみせる。古代に至って田向遺跡、潟野遺跡、牛

ケ沢（４）遺跡において 20 ～ 60 棟にのぼる住居

址、掘立柱建物が検出されるようになる。古代に

おいては、例えば田向遺跡で７世紀中葉～後葉の

飛鳥時代、９世紀中葉～後葉の平安時代に集落が

設営されている。７世紀中葉に突如として集落が

形成されており、その後に僅かな断絶を挟み、再

び９世紀中葉～後葉に集落の盛行を迎えている。

10 世紀中葉から 11 世紀にかけては、新井田川下

流域における田向遺跡、潟野遺跡、新田遺跡、中

流域に位置する牛ケ沢（４）遺跡、松石橋遺跡で

おしなべて集落が廃絶している。田向遺跡や牛ケ

沢（４）遺跡にみる古代遺跡の時期別消長は、人

の移住と政治的世界の介入を背景とする、北東北

地方にみられる断続的な集落盛衰プロセス（松本　

2006、2010）の一端をあらわしていると考えられ

る。そして、10 世紀前葉をピークとして、11 世

紀にかけて廃絶をみせるという、列島規模で生じ

た古代集落の変動（宇部　2013）を反映している

ものといえよう。

５　遺跡データベースから見た八戸の集落変
遷一万年

　以上のマクロ分析（カーネル密度分析、生態

ニッチ分析）とミクロ分析（新井田川流域の考古

学的分析）を通して、八戸市域における過去一万

年の集落変遷に関して得られた結論を以下に要約

する。

１）旧石器時代と縄文時代草創期における遺跡数

については、調査深度に起因する「未発見」といっ

た理由を考慮しておく必要があるものの、早期中

葉における遺跡数の急増をひとつの画期とみなす

ことができる。八戸市域においては、白浜式期に

おいて低地への占拠が顕著になる。

２）白浜式期以降の遺跡数の減少については、現

時点ではいくつかの可能性が指摘できるが、安斎

（2012a,b、2014）が指摘するように、気候変動 8.2ka

ボンドイベントによる影響が甚大であったとみて

おきたい。温暖―冷涼を経て、気候が回復するま

でに土器型式が目まぐるしく、しかも量比の増減

をもって変化する。このことはこの時期の社会的

不安定を傍証する。

３）早期末葉からの温暖期（海進期）には、長七

谷地貝塚や赤御堂遺跡など、大規模遺跡が八戸湾

の沿岸部に立地する。この時期の新井田川本流域

では、むしろ遺跡数が減少するが、この理由は海

進期における居住場の主体域が、内陸部から沿岸

部へと変化したためと考えられる。沿岸部の遺跡

が現在水没していると考えるならば、この点は理

解しやすい。こちらも列島規模で起きる海進期の

構造変動（安斎　2013、2014）といえよう。

４）前・中期についてはカーネル密度分析から、

顕著な遺跡立地の変化を見出せなかったが、拠点

となる遺跡はふたたび内陸部にも移動しはじめた

と考えた。新井田川本流域においては、例えば上

流域の畑内遺跡などの円筒下層 a・b 式期と d 式

期において頻繁な河川移動と交流を介した大規模
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集落が形成された。笹ノ沢（３）遺跡など、数世

代土器型式を存続させる大規模遺跡もあり、こう

した大規模集落の解体が中期後半に訪れる。

５）縄文時代後期は、遺跡数が早・前・中期の２

倍強に達している。生態ニッチモデル（Maxent 

最大エントロピー法）により、後期集落は低いと

ころに加えて高いところに第二のピークをもつこ

とが判明した。後期には活動領域が拡大し、新天

地の開拓が頻繁におこなわれたと理解できるが、

この新天地開拓の背景にはグローバルな気候変動

と大木系文化の北進による地域社会の再編が関係

したと考えられる。中期末葉以降においては、本

村と分村からなる二項的な集落構造を成立させ

た。

６）大木 10 式期において住居址１・２件からな

る分村化が進んだ。この集落の基本構造は、後期

前葉まで続いたと思われるが、中葉以降もこうし

た集落規模の格差は続く。風張（１）遺跡や中居

遺跡などの超拠点的な集落が存在することが示す

ように、物質文化と精神文化にかかわる活動の主

体場が、十腰内Ⅲ ~ Ⅴ式以降、晩期まで一極化に

向かった。

７）古代以降は、政治的世界の介入を背景とした

複雑な人の移住プロセスと連動したドラスティッ

クな集落変遷を確認した。大別時期による考古学

的証拠からの追求には限界もあり、思うような結

果は得られなかったが、東北地方における古代集

落の断続的な集落盛衰プロセスを確かめた。

６　おわりに

　縄文時代中期末葉から後期前葉にかけての八

戸市南部域における遺跡分布の大変化について

は、冷涼化による 4.3ka ボンドイベントによる生

活資源環境の変化と東北南部における大木系文化

の北進という文化現象の変化から説明されること

が多かった（岡田　1988、1991、安田　1980、福

沢 他　1998、 辻　2006、 川 端・ 山 本　2010 、 中

村　2013、村木　2010、2011、市川　2012、安斎　

2014 等）。本稿で試みた密度分析によれば、中期

は新井田川流域に沿った南北方向の遺跡展開が前

期よりも顕著になっており、例えば過去 1 万年に

起きた遺跡数の爆発的増加をみせる時期、すなわ

ち早期中葉の遺跡増加のあり方と中期後葉から後

期前葉のあり方が遺跡密度の点で異なると判明し

た。中期末葉の大木 10 式期において、突如とし

て小規模な村が出現する。住居址１・２件からな

る分村がこの時期に進んだと考えられる。遺跡数

の急激な増加は、この影響によると考えられよう。

こうした集落の基本構造は、基本的には後期前葉

の十腰内Ⅰ式まで続いたと考えられる。

　早期中葉においては、低地の中心的な集落を軸

とした散在を示すが、前期から中期にかけては、

河川流域に沿った「浜―山」、「山―浜」の移動を

繰り返している。すなわち、低地を中心として散

漫に広く分布をみせる早期末から前期初頭の遺跡

分布のあり方と、南北方向に３つのピークをみせ、

それらのピークが新井田川に沿って直線的な配列

をみせる中期の遺跡分布のあり方とは、流域と集

落形成の関わり方という意味においての質的な変

化がある。すなわち、前期末から中期にかけて多

角的な食物資源の利用技術が開発されるようにな

り、貯蔵した食料や物資の頻繁な交換を媒介とし

て、新井田川流域の南北移動は本格化した可能性

がある。

　馬淵川とともに南北に縦走する新井田川は、中

期後葉から後期初頭にかけて北進してくる大木系

文化を受け入れる「路」となっており、この交通

路としての機能をもつ情報のルート、すなわち大

木系文化を受容する「路」というものは、すでに

中期中葉までに成立していたのではないか。

　この点については以後の検討課題としたい。
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　本稿は、長井による調整のもと、３（１）A、

３（２）Ａの分析手法の部分を近藤が執筆し、そ

れ以外の１、２、３（１）B、３（２）B、４、５、

６を長井が執筆した。

注　釈
１）斉藤慶吏（2011）は、早期中葉（斉藤Ⅱ期）に遺跡

数が最多になることを指摘している。県下の早期の

遺跡は、白浜式期を最大として、その後に急な減少

に転じ、ふたたび縄文海進が進む約 7,280 ～ 7,200BP

（約 8,150 ～ 8,000cal BP）の条痕文期に遺跡数が増え

ることを指摘しているが、これと同様の傾向が八戸

市域においても指摘できる。
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八戸市域の縄紋時代早・前・中期の集落

東北芸術工科大学東北文化研究センター（共同研究員）

安斎 正人

１　はじめに

　アフリカを出た現生人類（ホモ・サピエンス）

が朝鮮半島経由で日本列島に移動してきたのが

４万～３万 8000 年前頃である。ここに始まる列

島の後期旧石器時代は土器が出現した１万 5000

～ 6000 年前頃まで、２万数千年の間続いたとさ

れている。しかしこの氷期の寒暖の変化に応じた

人口増減があり、特に東北地方北部の太平洋側は

ずっと人口が希薄であって、後期旧石器時代の残

された遺跡は少ない。発掘調査件数が少ないこと

も大きな理由であろうが、狩猟具などの良材であ

る黒曜石や珪質頁岩の産地に恵まれていないこと

も、旧石器時代人のこの地域での行動を制限して

いたとも考えられる。八戸市街地では新井田川左

岸、標高８～ 20m の河岸段丘上に位置する田向

冷水遺跡が知られるだけである。出土した有肩・

背部加工尖頭形石刃石器を特徴とする石器類は、

岩手県金ヶ崎町柏山館遺跡や北上市愛宕山遺跡な

ど、北上川流域地域との集団の往還関係を示唆し

ている。

　最後の極寒期が１万 6500 年前のハインリッヒ

１・イベントをもって終わった。１万 4500 年前

頃からの急激な温暖化（アレレード／ベーリング

期相当）を経て、寒冷期の揺り戻し（新ドリアス

期相当）が 1300年間（約 1万 2900～１万 1600年前）

続いた。このおよそ 5000 年間の寒暖が激しく変

化する気候の不安定な更新世終末期が、旧石器時

代から縄紋時代への移行期で、縄紋時代草創期と

呼ばれている。青森県内では最古の土器の出土で

知られる外ヶ浜町大平山元遺跡群や東北町長者久

保遺跡など、学史上重要な遺跡が知られているが、

草創期の遺跡数は依然として少ない。大平山元Ⅰ

遺跡群は津軽半島中央部の陸奥湾側にあり、４時

期（文化層）にわたって長く利用された場所で、

北海道からあるいは北海道へ移動する集団にとっ

て、滞在し易い立地の居住地であった。その一方

で、温暖な気候下で定住化の動きを見せた隆起線

紋式期には、六ケ所村表館（１）遺跡などわずか

な遺跡が知られるだけで、小集団が南から時折移

動してきたような状況である。表館（１）遺跡出

土の細隆起線紋土器はやや下膨れ状の尖底深鉢形

で底部には乳頭状の突起がある。口径 22cm、器

高 30.5cm で、全面に 37 条の粘土紐が貼付されて

いる。長野県石小屋洞窟出土の微隆起線紋土器に

近いと言われている。出土層からは３基の集石遺

構が出ている。短期の野営地跡である。八戸市街

の南西、馬淵川右岸の野場段丘面上にある櫛引遺

跡は、新潟県室谷洞窟出土土器に類似した多縄紋

系土器と、竪穴住居跡 2 軒と土坑６基と集石跡が

出た集落跡である。居住地に向いた立地で、この

地は断続的に近世まで利用されている。

2　早期の集落

　約 1300 年間続いた新ドリアス期相当の寒冷期

が終わると、急激に温暖化した。地質年代の完新

世の始まりで、縄紋時代早期の始まりでもある。

縄紋海進と呼ばれる海面の上昇にともない、列島

各地の沿岸部に貝塚を伴う集落が出現した。また

落葉広葉樹林の拡大にともない、堅果類（ドング

リ）などの植物性食料とシカ・イノシシなどの動

物性食料の供給が安定した山麓・丘陵部にも集落

が形成された。帯広市八千代 A 遺跡、函館市中

野 B 遺跡、富士見市越打遺跡、霧島市上野原遺跡

など大きな集落が残されている。
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　この間の北東北 3 県（青森・秋田・岩手）の遺

跡数・集落数の変遷を見てみよう。無紋土器期：

14・１、日計式期：74・９、白浜・小舟渡平式期：

111・11、寺の沢式期：73・５、物見台式期：167・３、

吹切沢式期：72・11、ムシリⅠ式期：146・５、

赤御堂式期：142・13、早稲田５類期：117・15（三

浦 2007）。青森県内の太平洋側、岩手県北部、盛

岡市周辺地域に遺跡が集中している。約 8200 年

前に 170 年間続いた地球規模の気候の冷涼化と急

激な回復現象（8.2ka イベント）が縄紋人の生活

世界に大きな影響を及ぼしたのであるが、この広

域的な集計にはうまく反映していないので読み取

れない。おそらく温暖期の物見台式期、冷涼期の

吹切沢式期、回復期に当たるムシリⅠ式期であろ

う。

　青森県内の太平洋側では、平野部深く海水が侵

入して古八戸湾が形成された八戸市域より、平坦

部の多い小川原湖以北の湖沼群地域に多くの集落

が形成されたようである。

六ケ所村の諸遺跡

　六ケ所村から上北町にかけての太平洋岸地域に

は、北から尾駁沼、鷹架沼、市柳沼、田面木沼、

小川原湖と湖沼が連なり、湖沼群を形成する。湖

沼群は海岸線と隣接するため、縄紋海進時には入

り江がつくられ、豊かな生態系が形成されたため、

集落遺跡が集中している。尾駁沼と鷹架沼の間に

ある台地上にある表館（１）遺跡では、白浜式期

２軒、物見台式期３軒と土坑 16 基のほか、おそ

らく 8.2ka イベントの回復以降の早期中葉～末葉

に、ムシリⅠ式（第Ⅴ群土器）期２軒など 20 軒

の検出が報告されている。鷹架沼の南側にある幸

畑（１）遺跡から白浜式期の竪穴住居跡が１軒、

その東隣の鷹架遺跡と鷹架沼北岸の弥栄平（７）

遺跡からそれぞれ物見台式期の竪穴住居跡が１軒

出ていて、分散居住の様相を示唆している。鷹架

沼と市柳沼に挟まれた七鞍平段丘の北端、鷹架沼

南方 800m にある新納屋（２）遺跡から３軒の竪

穴住居跡が出ている。発掘面積が小さいので集落

の全容はわからないが、出土土器の数からみて吹

切沢式期とされている。

　表館（１）遺跡西隣の発茶沢遺跡でもムシリⅠ

式（第Ⅴ群土器）期２軒→ムシリⅠ式／赤御堂式

中間型（第Ⅵ群土器）期７軒（土坑５基）→赤御

堂式（第Ⅶ群土器）期１軒→早稲田５類（第Ⅷ群

土器）期３軒（土坑５基）→直後型式（第Ⅸ群土

器）期３軒（土坑４基）という変遷で、早稲田５

類土器期の直後までこの集落は継続・維持されて

いた。第Ⅵ群土器期に大型住居が現れている。第

301 号住居跡は隅丸方形で面積 50.71㎡、第 302 号

は壁に沿ってベンチ状の段構造をもつ五角形住居

で長軸 9.96m、短軸 4.38m、第 303 号は隅丸長方

形で長軸 7.8m、短軸 5.14m である。第 108 号住居

跡は 3 回以上建て替えされた隅丸長方形に近い卵

型で長軸 9.7m、短軸 7.4m の大型住居である。第

Ⅷ群土器期に構築され、第Ⅸ群土器期に廃棄され

たようである。

八戸市とその周辺の諸遺跡

　売場遺跡は上北地方南部を東に流れて太平洋に

達する奥入瀬川と、岩手県境を超え北東方向へ流

れて太平洋に注ぐ馬淵川の下流とに挟まれた丘

陵・段丘群（天狗岱・高舘台地）にある。付近に

は日計遺跡、長七谷地貝塚、赤御堂貝塚などの遺

跡もある。32 軒の早期の竪穴住居跡が検出され

ている。日計式期１軒、物見台式期１軒、ムシリ

Ⅰ式かそれ以前４軒、ムシリⅠ式期６軒、赤御堂

式期５軒、早稲田５類期前後９軒、長七谷地Ⅲ類

期４軒、次期不明１軒という変遷である。早期前

葉に集落が形成されたが、函館市中野 B 遺跡など

一般に大きな集落が形成された中葉の貝殻沈線紋

系土器期の人の活動痕跡が見られない。理由がわ

からないが、8.2ka イベント前の縄紋海進が顕著

な時期に当たり、現在は海中あるいは現地表下に

埋没している地域に遺跡があるのかもしれない。

後葉以降に集落規模が大きくなっている。住居跡

内の遺物で注目されるのは、植物性食料の調理具

に想定される石皿 2 点と磨敲凹石類 2 点が物見台

式期の 202 号住居から、また赤御堂式期の 4 号住

居から石皿 4 点と磨敲凹石類 20 点が出ているこ

とである。早稲田 5 類期の 308 号住居跡は長形が

11m を超える楕円形の大型住居で、60 余の側壁

柱穴が検出された。

　八戸市中心部から南南西へ約 6km、標高 50 ～
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100m の北から南へ傾く斜面に牛ヶ沢（４）遺跡

は立地し、斜面の下に松館川の支流が東西に流れ

ている。縄紋時代早期（22 軒）から前期（６軒）、

中期（９軒）、後期（15 軒）、弥生時代（2 軒）、

古代（6 軒）と、断続的に小集落が営まれていた

（図 1）。早期の集落は日計式期 3軒、白浜式期 1軒、

前葉～中葉期 5 軒、吹切沢式期 2 軒、ムシリⅠ式

期 8 軒、時期不明 3 軒という変遷である。

　見立山（２）遺跡からも限定された発掘である

が、日計式期 2 軒、赤御堂式期 1 軒、表館第Ⅸ群

土器期 2 軒、その他 3 軒が検出された。表館第Ⅸ

群土器期の 2 軒は大型住居で、長軸 10.6m、短軸

9.25m の隅丸方形と、長軸 12.3m、短軸 9m の楕

円形の住居跡である。

　新井田川下流域左岸、河口から 4.5km の地点、

標高７～ 11m の低位段丘上にある田向遺跡から

白浜式期の竪穴住居跡 21 軒が出ている。平面が

方形と楕円形のものがあり、小型のもので３～

4m、大型のもので 10m である。対岸の新井田川

と松館川が合流する右岸、標高６～ 36m の段丘

上にある館平遺跡からも白浜式期の竪穴住居跡４

軒と土坑２基、寺の沢式期の長さ 15m を超える

長楕円形の大型住居跡１軒が出ている。標高７～

14m の段丘上にある赤御堂遺跡からはムシリⅠ式

期３軒、赤御堂式期２軒の住居跡と、土坑 16 基、

屋外炉９基、貝塚が確認されている。

　八戸市の北隣のおいらせ町、南に流れる奥入瀬

川から 1.5km の柴山丘陵に位置する中野平遺跡か

らは、東北地方において単一土器型式の集落跡と

しては最大規模の、白浜式期の竪穴住居跡が 12

軒出土した。長方形・長円形の大型住居（48.09

㎡、36.49㎡）が出現していた。切り合い関係など

から４時期に分けられ、１時期に３～４軒であっ

た。当該機のものと見なせる石器類は、石鏃 68 点、

石槍 5 点、石錐 12 点、石箆 6 点、石匙 3 点、不

定形石器 36 点、石核 4 点、磨製石斧 40 点、打製

石斧 2 点、石錘 12 点、擦・敲・凹石類 467 点、石皿・

台石・砥石類 91 点、軽石 4 点という内訳である。

石槍が少なく、石錘と擦・敲・凹石類、石皿・台

石・砥石類が多いのが目につく。第 112 号住居跡

の床面からオニグルミの核片が検出されている。

　先に記した櫛引遺跡からは、貝殻沈線紋期の竪

穴住居跡が 3 軒出ている。鳥木沢式期が 2 軒（そ

れぞれが 2 軒の可能性があるが、切り合い関係が

つかめないために 1 軒に数えてあるので、本来は

4 軒なのかもしれない）と、早期中葉の 1 軒である。

3　前・中期の集落

　約 8200 年前に起こった地球規模の冷涼化で、

一時的に停滞あるいは海退に転じたにもかかわ

らず、上昇し続けた海面（縄紋海進）が早期末か

ら前期初頭にかけて最高位（現海水準より＋２

～ 3m）に達した。例えば、埼玉・群馬・栃木県

境に奥東京湾・奥入間湾が形成され、沿岸地域に

いくつもの大型集落が現れた。温暖な気候下で内

陸部にも大きな環状集落が形成されていた。この

繁栄は約 5800 年前に起こった地球規模の冷涼化

（5.8ka イベント）によって中断し、前期的集落の

解体・再編成、すなわち中期的集落の形成を促す

ことになった。

　北東北においては、早期最終末から前期初頭の

長七谷地Ⅲ群土器期、表館式・早稲田６類期にか

けて、定住性のひとつの目安である竪穴住居跡数

の順調な増加が見られない。今のところ原因は不

明であるが、十和田火山の大爆発（中ゼリテフラ）

が関係したとみる研究者がいる。定住が明確化す

るのは大木式土器分布圏にある北上川上・中流域

では、大木２式土器（深郷田式・白座式土器）期

に入ってのことで、円筒下層式土器圏ではさらに

一時期遅れて円筒下層 a 式期である（須原 2011）。

　遺跡数の増減を見てみると、南部地域（宮城・

山形）では前期初頭に急増した後は漸次減少し、

大木 3 ～ 4 式期に底を打って、その後漸増してい

く。この基本パターンは北部（青森）でも同じで

あるが、変化の度合いの強弱が激しい。前期前葉

は南部に比べ遺跡数が極端に少なかったが、円筒

下層 a 式期に突然増加に転じ、b 式期に急増した。

しかし c 式期に一転して減少に転じた後に、d 式

期で再度急増して最大数に達する（菅野 2009）。

円筒下層 c 式期に 5.8ka イベントの影響を被り、

d2 式期に集落が回復したと考えられる。

　縄紋時代中期の青森県においては、津軽地方の

三内丸山遺跡に対し、上北地方に六ケ所村富ノ沢
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遺跡の大拠点集落が形成された。集落は環状構成

で、円筒上層 c 式期～弥栄平 (1) 式期の竪穴住居

跡 405 軒、掘立柱建物跡 9 棟、配石遺構４基、屋

外炉９基、土坑 698 基などが検出されている。八

図 1　八戸市松館牛ヶ沢（4）遺跡出土早期の集落跡
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戸市域では竪穴住居跡約 500 軒、土坑約 900 基が

検出された松ヶ崎遺跡が拠点的大集落の可能性が

ある。

三内丸山遺跡の調査成果

　八甲田山から続く緩やかな丘陵の先端、沖館川

右岸の河岸段丘上にある青森市三内丸山遺跡の発

掘調査は、従来の縄紋観に数々の変更を促してき

た。辻誠一郎は遺跡の調査に関わるなかで、「人

為生態系」という概念を創り出した。人が自然と

深くかかわりをもつことによって改変され、人と

のかかわりによって体系的に維持される生態系の

ことである。縄紋時代前期中葉、人々の住居と開

発によって、二次的植生が形成されるや、人々は

二次的植生を構成しているさまざまな有用植物を

選択的に維持管理するか、特定の場所に移植・栽

培して体系的な育成を図った（辻 1997）。

　辻が研究代表者を務めた三内丸山遺跡をめぐる

研究プロジェクトの成果として、『三内丸山遺跡

の生態系史』が出された（辻・能城編 2006）。大

きくは次の三つが注目される。①放射性年代は

集落が校正暦年で 3950 ～ 2150calBC の長期にわ

たって営まれたこと。縄文時代前期と中期の境が

校正暦年で 3450calBC である。②集落の形成とと

もにナラ類やブナからなる落葉広葉樹林が伐採さ

れ、クリの純林が形成され、維持・管理されてい

た。その後、中期後半にはクリ林の縮小とトチノ

キ林の拡大が同時に起こった。③大木 2a 式土器

は十和田中ゼリテフラ（To-Cu）の下位であること、

大木 2b 式土器はその下位か上下にまたがる可能

性が高いこと、円筒下層 a 式土器は To-Cu の上位

であることが分かった。辻は十和田の火山活動が

東北地方北部の生態系と人の社会の攪乱を引き起

こし、「円筒土器文化」の形成を誘導したという

仮説を提示している。

　三内丸山遺跡の集落変遷は 6 期区分で理解され

ている。第１期の前期中葉（円筒下層 a・b 式期）

に出現して、第 2期の前期後葉（円筒下層 c・d 式期）

に集落規模が拡大し、第３期の中期前葉（円筒上

層 a・b 式期）でさらに拡大し、第４期の中期中

葉（円筒上層 c・d・e 式期）で最大規模になる。

第５期の中期後葉（榎林・最花式期）も遺構の種

類は第４期とほぼ同じであるが、最大規模の大型

住居や掘立柱建物はこの時期に属する。第６期の

中期末葉（大木 10 式並行期）に集落規模が縮小し、

消失した。遺跡の全貌はいまだ不明の点が多く、

5.8ka イベントがこの集落に及ぼした影響もはっ

きりしていないが、他の集落でその痕跡が確認で

きる（安斎 2010）

八戸市とその周辺の諸遺跡

畑内遺跡

　畑内遺跡は青森県東南端の旧南郷村、岩手県と

の県境に位置する。標高が 150m 程の谷壁で囲ま

れた畑内小盆地内を流れる新井田川右岸の標高約

97m ～ 85m ほどの河岸段丘上に位置する。旧畑

内集落とともに現在はダム湖底に水没している。

遺跡は南北およそ 450m、東西およそ 300m の規

模で、早期中葉、早期末 ~ 前期初頭、前期中葉 ~

中期初頭、中期後葉 ~ 後期初頭、晩期前半、晩期

終末 ~ 弥生時代前期初頭、弥生時代後期（続縄紋

時代）、平安時代に利用されている。特に円筒下

層式期と砂沢式期に集住されていたが、この場所

は円筒下層 a 式期を覆う土石流、円筒下層 d 式期

を削り覆う土石流など、各時期の前後に小・中規

模の土石流が数回～数十回あった複雑な地形であ

る。

　円筒下層 a・b 式期（約 6000 ～ 5650 年前）46 軒、

円筒下層 c 式期 13 軒、円筒下層 d 式～円筒上層

a 式期 29 軒など 117 軒の竪穴住居跡、フラスコ状

土坑 384 基などの土坑約 573 基、土器埋設遺構 63

基、焼土遺構 116 基、集積遺構 11 基、屋外炉 14 基、

礫集石集中地点１ヶ所、土器などの捨て場６ヶ所

などが、時期ごとにその組み合わせを若干変えな

がら存在していた（図 2）。特に円筒下層 a・b 式

期と円筒下層 d2 式～円筒上層 a 式期にかけては、

住居跡の数・規模などから拠点集落と考えられる。

また中間の円筒下層 c 式・d1 式期は墓域と小規

模のいわゆる衛生的な集落であったと見られてい

る。この時期には土器埋設遺構やフラスコ状土坑

が多く構築されている。円筒下層 c 式・d1 式期に

住居数或いは人口を減少させたのは、土石流に一

因があるかもしれないが、主因は生態系の変化・
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気候の急激な変化（5.8ka イベント）―円筒下層 b

式期末に始まり円筒下層 d2 式期に回復―の影響

であった。

　大型住居に注目する。円筒下層 a 式期の第 129

号竪穴住居跡は 2 時期に分けられ、大きいほうで

は長軸 22.8m、短軸（推定）10m で、第 130 号住

居 跡、 第 312・287・388・389・404・500・502・

503・505・506 号土坑と重複している。円筒下層

d2 式～円筒上層 a 式期では、第 84 号竪穴住居跡

は最終段階の最大時には長軸 21m、短軸 9m にも

及ぶ大型住居で、３期にわたる建て替えと、１期

ごとに数回程度の拡張が行われたと推定されてい

る（ 図 3）。 第 103 ～ 105 号、107 ～ 109 号、118

号竪穴住居跡と重複している。第 92 号竪穴住居

跡は最終段階の最大時には長軸14.1m、短軸6m で、

3 期の変遷が確認されている。第 113・114 号竪穴

住居跡、第 501・504 号土坑と重複している。

　先に記した牛ヶ沢（4）遺跡からは前期の竪穴

住居跡 6 軒（円筒下層 b 式期２、c 式期１、d 式

図 2　八戸市南郷区島守畑内遺跡出土前期中葉～中期初頭の集落跡

期３）、中期の竪穴住居跡 9 軒（円筒上層 a 式期３、

a ～ｂ式期１、b 式期１、大木 7a 式期１、d ～ e

式期１、大木 10 式期２）が出ている。5.8ka イベ

ントからの回復期（円筒下層 d 式～上層 a 式期）と、

中期末～後期初頭に住居跡数が微増するという傾

向がここでもみられる。

潟野遺跡

　是川地区の是川一王寺遺跡に離接して、新井田

川を望む段丘の末端部に位置する。早期中葉末の

吹切沢式期の竪穴住居跡１軒がこの集落の開始

期を示唆する。平成 16 年度調査のＣ区から、前

期初頭から前葉の竪穴住居跡 13 軒が検出された。

他に早稲田６類期の土壙墓３基が出ていて、第 62

土坑から石鏃が２点、第 63 号土坑から石鏃９点、

石槍１点、石匙１点、石錐１点が出ている。また

第 70 号土坑では底面に赤色顔料が見られ、石鏃

が 37 点副葬されていた。石鏃の多副葬は津軽地

方の円筒下層 c・d1 式期に特異な発現が知られて
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いて、その関連上で興味深い。平成 22・23 年度

調査のＡ・Ｂ区からも前期初頭から前葉の竪穴住

居跡が 6 軒出ていて、この時期の集落規模が大き

くなりそうである。

松ヶ崎遺跡

　八戸の中心部から南東へ約 4km、新井田川右

岸の高舘段丘上にある。縄紋時代中期後半の大集

落の跡である。土器は円筒上層 d・e 式、榎林式、

最花式、大木 7b・8a・９式が出土している。調

査はまだ遺跡の一部であるが、竪穴住居跡 78 軒、

竪穴遺構２棟、掘立柱建物跡８棟、土坑 137 基、

土壙墓８基、屋外炉４基、溝１条、捨て場１ヶ所

が出ている。1993-94 年の個人住宅建築に伴う調

査の際、調査面積が 380㎡という小面積にもかか

わらず、重複して切り合う竪穴住居跡 41 軒が検

出されている（図 4）。また大きさが 25m もある

大型住居跡や楕円形の土壙墓がまとまって見つ

かっている。しかし調査地区が部分的であるため、

集落構成がいまのところよくわかっていない。

図 3　畑内遺跡出土建て替え・拡張の繰り返された大型竪穴住居跡

図 4　八戸市十日市長根松ヶ崎遺跡出土中期中葉～
後葉の重複して切り合う竪穴住居跡群
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4　まとめ

　旧石器時代・縄紋時代の居住形態は、遊動と定

住、分散居住と集住で分類されている。基本は地

域の収容力、特に食料の生産力に対応すると考え

られる。年間を通じて食料が維持できるかどうか

で遊動と定住が、また生産力の大きさで分散と集

住が分かれる。八戸地域でも、気候が温暖で植物

性食料が豊富な時期に、水利の便の良い平坦地に

集落が形成・維持され、冷涼で植物性食料が減産

した場合には、分散居住をするか移動するかして

いた。その考古学的現象は本文に記したとおりで

ある。
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風張から是川へ
―新井田川下流域における縄文時代後・晩期の遺跡動態―

山形県埋蔵文化財センター

小林 圭一

１　はじめに

　風
かざはり

張 (1) 遺跡は国宝「合掌土偶」を出土した遺

跡として、また東北地方の縄文時代後期では極め

て稀な環状集落として著明である。この集落は後

期中葉十腰内３式期に成立し、後期末葉十腰内

５式新段階に廃絶されたが、その後継の集団は

新
に い だ

井田川対岸の是川中居遺跡に移住したと考えら

れている。

　是川中居遺跡は高度な技術体系に裏打ちされた

豊富な出土品から、縄文時代晩期亀ヶ岡文化を象

徴する遺跡として大正期より衆目を集めてきた

が、特に優れた漆工芸品は、学史上名高い「ミネ

ルヴァ論争」において、石器時代下限の論拠の一

つに位置づけらた経緯がある。また亀ヶ岡式土器

の型式細別においても、同遺跡が果たした役割は

極めて大きく（小林圭一　2010）、現在遺跡は是

川石器時代遺跡として国の史跡、出土品は国の重

要文化財に指定されている。同遺跡は近年（1999

～ 2004 年）史跡整備の一環として広範囲にわた

り発掘調査が実施され、居住域や墓域等の集落構

成が明らかにされると共に、低湿地から水場遺構

や捨て場が検出され、水辺を利用した集落の内容

が明確にされてきている。

　本稿では、是川中居遺跡の母体になった風張 (1)

遺跡の集落の分析を通して、「なぜムラができ、

消えたか？」に対する私論を提起して、新井田川

下流域における縄文時代後・晩期の遺跡動態を考

察する。なお本稿は、2014 年 12 月 21 日八戸市埋

蔵文化財センター是川縄文館にて開催された公開

研究会『八戸の集落一万年　八戸の縄文集落変遷

－なぜムラができ、消えたか？　Vol. ２－』（東

北芸術工科大学東北文化研究センター主催）で、

筆者が行った口頭発表「八戸の縄文時代後・晩期

－風張 (1) 遺跡集落の分析を通して－」の内容を

改稿したものである。

２　風張 (1) 遺跡の位置と周囲の遺跡

（１）風張 (1) 遺跡の位置

　風張 (1) 遺跡（図６－１）は、青森県八戸市大

字是川字犾
えぞもり

森に位置する。遺跡中心の測地系は北

緯 40 度 28 分 26 秒、東経 141 度 30 分４秒で、海

岸部から内陸に約７㎞入った新井田川下流域の右

岸、川に向かって北西に張り出した標高 20 ～ 30

ｍの舌状台地（根城段丘面）に立地している（図６・

７）。台地は北側が新井田川により開析された沖

積地、南側が狭い沢地に挟まれており、西方 800

ｍの新井田川の対岸（田面木段丘面）には国史跡

「是川石器時代遺跡」（図６－２・３・５）が所在

する。

　風張 (1) 遺跡は東西約 470 ｍ、南北約 240 ｍの

範囲にあり、面積は約 75,000㎡を測るが、比較的

規模の大きな遺跡が集中する当該域においては中

程度の規模に相当し、縄文時代早・中・後期、弥

生時代、奈良・平安時代の集落跡となっている。

1988 ～ 92 年にかけて八戸市教育委員会により、

遺跡範囲の 1/5 に当たる約 15,000㎡が発掘調査さ

れ、縄文後期後半（十腰内３～５式）の環状集落

が明らかとなっており、その成果は４冊の報告書

にまとめられている（藤田編　1991、小笠原・村

木編　1991、村木・小久保　2003、村木　2008）。

（２）風張 (1) 遺跡の周辺の遺跡

　風張 (1) 遺跡が立地する新井田川下流域の段

丘上には、縄文時代の遺跡が多数分布してい



－ 54 －

140°138° 142°

40°

38°

寺脇貝塚

矢津

是川中居

亀ヶ岡

大洞貝塚

沼津貝塚

里浜貝塚

藤株

宮の前

仙台

盛岡秋田

青森

函館

山形

福島
新潟

長野

岩木川

馬淵川

米代川

雄物川

最上川

北上川

阿武隈川

田沢湖

十和田湖

遺跡総数：600

東

北

北

部

東

北

中

部

東

北

南

部

信  濃  川

姫川

阿賀野川

猪苗代湖

100m100m

200m200m

1000m1000m1000m1000m

200m200m

100m100m

0 50 ㎞

(1/2,500,000)
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図４　渡島半島～東北北部における縄文時代晩期中葉（大洞 C1･C2 式期）の主要遺跡
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図５　渡島半島～東北北部における縄文時代晩期後葉（大洞Ａ式～弥生前期）の主要遺跡
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る。図６は国土地理院発行 1/25,000「新井田」と

「苫
と ま べ ち

米地」の地形図を合成したものであるが、４

㎞四方の図幅内に縄文時代の遺跡が 47 ヶ所周知

されている（青森県教委 2009）。時期別では早期

が 15 遺跡、前期が 19 遺跡、中期が 20 遺跡、後

期が 38 遺跡、晩期が 11 遺跡、弥生時代が９遺跡

を数え、後期の遺跡数が際立っており、青森県内

でも最も遺跡密度の濃い地域で、著名遺跡も少な

くない。当該域の主要遺跡の消長については、表

２に示した通りである。

　図６の図幅内で最古の遺跡は、旧石器時代の

田
たむかい

向冷
ひやみず

水遺跡（23）である。同遺跡では基部の抉

れが特徴的なナイフ形石器 12 点を含む石器類が

約４万点出土し、青森県の太平洋側では旧石器時

代の初めての調査事例となっている。縄文時代

草創期では是川中居遺跡（２）で爪形文土器が出

土しており、続く早期中葉では田向遺跡（22）と

館
たてひら

平遺跡（21）で竪穴住居跡が検出され、縄文海

進がピークを迎える以前に定着的な集落が出現し

た。そして海水が低地一帯に入り込む早期後葉に

なると、赤御堂遺跡（12）で貝塚が形成され、漁

撈を主体とした生活様式が明らかとなった。

　前期に入ると新井田川下流域に拠点的な集落が

出現し、断続的だが弥生時代に至るまで有力な地

域圏が形成された。その嚆矢となったのが左岸に

位置する潟
か た の

野遺跡（７）であろう。同遺跡では前

期初頭 11 棟、前期前葉２棟の竪穴住居跡が検出

され、定住的な拠点集落が成立したと考えられる

（中村ほか　2007）。そして炭素年代で 540014CBP、

較正年代では 5900calBP とされる十和田中
ちゅうせり

掫テフ

ラ（To-Cu）の降下直後の円筒下層式期には、隣

接した是川一王寺 (1) 遺跡（３）に主体が移り、

中期中葉円筒上層式期までの長期間大規模な集落

が継続した。同遺跡は 1926 年に長谷部言人・山

内清男氏により発掘調査され、「円筒土器」命名

の契機となった該期を代表する貝塚並びに集落跡

であり、国史跡「是川石器時代遺跡」の一角を構

成する。これまでの調査で、竪穴住居跡、土坑、

捨て場、埋設土器が検出されたほか、前・中期の

良好な包含層も確認され、また低湿地区域には木

製品等の有機質遺物の存在が予想されている。そ

して中期中葉～後葉には、新井田川左岸の石
いしてあらい

手洗

遺跡（24）と対岸の松ヶ崎遺跡（13）に大規模な

集落が形成された。両遺跡とも調査区域が限定的

で遺跡の全容は明確でないが、中期後半の豊富な

遺物が出土し、遺構密度が極めて高いことが知ら

れている。なお松ヶ崎遺跡の西側は西長根遺跡と

して登録されていたが、現在は松ヶ崎遺跡に統合

されている。

　中期末葉～後期初頭にかけては集落規模が縮小

し、分散化の傾向が顕著で、新井田川下流域に大

規模集落を指摘することはできない。後期は遺跡

数が増加するが、後期前葉～中葉（十腰内１～２

式期）には当該域に是川一王寺 (1) 遺跡（３）、是

川堀田遺跡（５）、風張 (1) 遺跡等の比較的小規模

な集落が存したのに対し、図幅西端の馬淵川支流

の土
つちはし

橋川沿いに有力な地域圏が形成されており、

丹後谷地 (1) 遺跡（41）と田
た も の き た い

面木平 (1) 遺跡（図幅外）

が拠点的な集落であった。そして続く十腰内３式

期に風張 (1) 遺跡に環状集落が成立し、後期末葉

（十腰内５式新段階）まで継続した。その後対岸

の是川中居遺跡（２）に主体が移行し、弥生時代

前期までの長期にわたって同遺跡が拠点集落の地

位を占めていたと考えられる。

　是川中居遺跡は国史跡「是川石器時代遺跡」の

中核を占める亀ヶ岡文化を代表する遺跡であり、

大正期～昭和初期にかけて泉山兄弟（岩次郎・斐

次郎氏）による発掘調査が行われ、山内清男氏（山

内　1930）が大洞 BC 式設定に当たり、秋田県北

秋田市藤株遺跡と共に参考に供した遺跡として特

筆され、取り分け泉山兄弟の協力を得て 1929 年

に実施された大山史前学研究所（甲野勇・竹下次

作氏等）による南側低湿地の調査（甲野　1930）

が著名である。近年では 1999 ～ 2004 年の６ヶ年

にわたり、史跡整備に伴う発掘調査が八戸市教育

委員会によって実施されたが、これまでの調査で

後期後葉～弥生時代前期にかけての夥しい量の遺

物が出土すると共に、該期の竪穴住居跡、土坑墓

等の遺構の他に、特殊泥炭層（クルミ・トチ等の

堅果類主体）が検出され、その中から木製品や漆

製品が豊富に出土した。これ等の遺物は、高度な

技術に裏打ちされた豊かな物質文化の内容を明

白にし、亀ヶ岡文化のイメージ形成に大きく寄与

したと言うことができ、遺跡は 1957 年に国史跡、
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No. 遺跡名 種　別 時　期 No. 遺跡名 種　別 時　期 No. 遺跡名 種　別 時　期

1 風張(1) 集落跡 早～晩期･弥 17 寺の上 包蔵地 中期 33 糠塚大開(1) 包蔵地 中･後期

2 中居 集落跡 早～晩期･弥 18 黒坂 包･集落 後期 34 長久保(1) 包蔵地 早～後期

3 一王寺(1) 集落跡 中期 19 赤坂 包蔵地 後期 35 狐森 包蔵地 前～後期

4 一王寺(2) 貝塚 中期 20 留流 包蔵地 前･中期 36 山内 包蔵地 前～後期

5 堀田 包蔵地 中～晩期･弥 21 館平 集落･城 早･中･後期 37 休場 包蔵地 後期

6 新田 集落跡 早～晩期 22 田向 集落跡 早･前･後期･弥 38 鍋久保 包蔵地 後期

7 潟野 集落跡 早～晩期･弥 23 田向冷水 集落跡 早･前･後期･弥 39 沢里山 包蔵地 後期

8 風張(2) 包蔵地 後･晩期 24 石手洗 集落跡 早～晩期 40 二ツ屋 包蔵地 後期

9 風張館跡 城館跡 後･晩期 25 狐平 集落跡 後期 41 丹後谷地(1) 集落跡 前～後期

10 楢館 集落･城 前･後･晩期･弥 26 雷 包蔵地 中期 42 丹後谷地(3) 包蔵地 後期

11 上樋田 包蔵地 縄文 27 中居林 集落跡 後期･弥生 43 丹後谷地(5) 包蔵地 後期

12 赤御堂 貝塚･集 早期 28 大沢 包蔵地 前･後期 44 小峠 包蔵地 後･晩期

13 松ヶ崎 集･貝塚 早～後期 29 惣善前 包蔵地 前･後期 45 鍛冶畑 包蔵地 後期

14 弥次郎窪 集落跡 早･前・後･晩･弥 30 糠塚小沢 集落跡 後期 46 坊坂 包蔵地 中期

15 志民 包蔵地 早･後期 31 長久保(2) 集落跡 早～後期 47 天狗沢 包蔵地 早･後期

16 上ノ沢 包蔵地 後期 32 糠塚大開(2) 包蔵地 前期

図６　風張 (1) 遺跡とその周辺の縄文時代遺跡

表１　風張 (1) 遺跡周辺の縄文時代遺跡
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無文土器

土器型式
中居遺跡 堀田遺跡 潟野遺跡 田向遺跡 楢館遺跡 館平遺跡石手洗遺跡 松ヶ崎遺跡 赤御堂遺跡風張 (1)

   遺跡
一王寺 (1)
　 遺跡

新 井 田 川 左 岸 新 井 田 川 右 岸
時代 時期区分

草
創
期

早
　
期

前
　
期

中
　
期

後
　
期

晩
　
期

縄
　
　
文
　
　
時
　
　
代

弥
　
生

前
　
期

隆線文土器

爪形文土器

多縄文系土器

日計式

白浜式

根井沼式

寺の沢式

吹切沢式

鳥ノ木沢式

物見台式

ムシリⅠ式

赤御堂式

早稲田５類

表館Ⅸ群

長七谷地Ⅲ群

早稲田６類

表館式

円筒下層ａ式

円筒下層ｂ式

円筒下層ｃ式

円筒下層 d1式

円筒上層ａ式

円筒上層ｂ式

円筒上層ｃ式

円筒上層ｄ式

円筒上層ｅ式

最花･大木９式

大木 10式

十腰内Ⅰ式

十腰内Ⅱ式

十腰内Ⅲ式

十腰内Ⅳ式

十腰内Ⅴ式

大洞Ｂ式

大洞 BC式

大洞 C1式

大洞 C2式

大洞Ａ式

大洞 A’ 式

砂沢式

馬場野Ⅱ式

円筒下層 d2式

榎林･大木 8b式

牛ヶ沢式･沖附式
･弥栄平式

遺構が検出された時期 遺構外遺物

表 2　新井田川流域の主要遺跡の消長（宇部・横山　2012　改変）
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また出土品 633 点は 1962 年に国の重要文化財に

指定され、2011 年には八戸市教委調査資料 330 点

が追加指定されている。

　是川中居遺跡には、弥生時代前期砂沢式期まで

集落が営まれた。2002 年に調査された新井田川寄

りのＧ区（図 21）では、竪穴住居、土器棺、土器

集中区が検出され、砂沢式土器と共に遠賀川系土

器が多く出土した。また北海道の続縄文文化に特

徴的な石偶も出土しており、西方からの農耕文化

の影響と共に、北方との交流関係が推定されてい

る（村木・小久保　2004）。なお隣接した是川堀

田遺跡（５）では籾圧痕を持つ砂沢式の鉢形土器

が出土しており、新井田川沿いには楢
ならだて

館遺跡（10）

や是川中居遺跡の約 15㎞上流に荒
あ ら や

谷遺跡、約 20

㎞上流に畑
はたない

内遺跡といった同期の良好な遺跡が点

在する。是川中居遺跡が新井田川遺跡群の基幹集

落であった可能性は高いと思われるが、続く馬場

野Ⅱ式期なると集落が途絶え、周辺の是川一王寺

(1) 遺跡や風張 (1) 遺跡、弥次郎窪遺跡（14）、田

向冷水遺跡、田向遺跡等に分散しており、中期以

降は遺跡数が減少し、風張 (1) 遺跡や田向冷水遺

跡、楢館遺跡で竪穴住居跡が検出されたに過ぎな

い。

　上記したように風張 (1) 遺跡が位置する新井田

川下流域には、縄文時代を通じて大規模な集落が

形成されていた（表２）。潟野遺跡（前期初頭～

前葉）→是川一王寺 (1) 遺跡（前期中葉～中期中

葉）→石手洗・松ヶ崎遺跡（中期中葉～後葉）→

（中期末葉～後期前葉）→風張 (1) 遺跡（後期中葉

～末葉）→是川中居遺跡（後期末葉～弥生前期）

→風張 (1) 遺跡（弥生前期～中期）と遷移するが、

風張 (1) 遺跡の半径１㎞圏内に長期にわたって大

規模集落が継続したことになる。このような営み

を可能としたのは、当該域が豊富な資源に恵まれ

ただけでなく、遺跡間交流の要衝になっていたか

らで、新井田川に面し且つ海岸部にも数㎞と近接

した地の利が、大きく関連していたと考えられる。

取り分け是川中居遺跡は漆作業を日常的に行った

漆器生産地で、在地的に技術基盤が発展・継承さ

れていた可能性が高く、集積された技術の習得や

情報入手等での他集団の頻繁な往来、また葬祭儀

礼に参集する集団の交流の場になっていたと推定

されている（宇部・横山　2012）。

３　風張 (1) 遺跡の集落構成

　風張 (1) 遺跡のこれまでの調査で検出された全

体の遺構数は、竪穴住居跡 266 棟、竪穴遺構７棟、

掘立柱建物跡 23 棟、土坑 1,552 基、土坑墓 130 基、

溝状遺構４基、埋設土器３基、屋外炉 43 基、集

石遺構４基、溝３条、環濠１重である。そのうち

縄文後期後半の遺構は、竪穴住居跡 187 棟（総数

の 70％）、竪穴遺構２棟（同 29％）、掘立柱建物

跡 22 棟（同 96％）、土坑 341 基（同 22％）、土坑

墓 130 基（同 100％）、埋設土器３基（同 100％）、

屋外炉９基（同 21％）であった（村木　2008：

226 頁）。竪穴住居跡の７割、掘立柱建物跡の９

割以上、土坑墓と埋設土器では全てを縄文後期後

半が占めており、該期には新井田川下流域の拠点

集落として多数の構成員を擁していた。

集落構成　　縄文後期後半の集落は、遺跡範囲の

南東側を占めている（図７）。該域は南西方向に

緩く傾斜した標高 20 ～ 26 ｍの斜面で、南端は南

東から北西方向に開析された 20 ～ 50 ｍ幅の狭い

沖積面に臨んでいる。南側斜面は東西幅約 140 ｍ

×南北幅約 100 ｍの範囲で調査されたが、ほぼ全

面に遺構が展開していた。集落の広がりは直径

110 ～ 130 ｍの範囲にあり、東西の二大群からな

る土坑墓群を中心として、土坑と掘立柱建物が取

り囲み、外縁に竪穴住居が同心円状に配置されて

おり、該期では稀有の重帯構造注 1）を持った環状

集落となる（図８）。また集落の南端が丘陵下端

付近まで延びることから、遺跡の範囲外となる南

側の沖積面には、捨て場や沢水を利用した水場遺

構が形成されていた可能性が考えられる。なお図

８に示した調査区域では、縄文後期後半以外に縄

文早期の住居跡が１棟、同中期後葉～末葉７棟、

弥生時代前期 10 棟、同中期 12 棟、古代 10 棟が

検出されている。後期前葉の集落は平坦面が狭い

舌状台地の先端部に形成され、住居跡 11 棟が検

出されている。

土坑墓　　集落の中心に位置する土坑墓は 130 基

を数えるが、いずれも縄文後期後半に位置づけら

れる。東西の二大群から構成され、西側のＡ群は
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図７　青森県八戸市風張 (1) 遺跡全体図
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東西 14 ｍ、南北 16 ｍの範囲に 61 基、東側のＢ

群は東西 11 ｍ、南北 10 ｍの範囲に 69 基が集中

しており、両群は 15 ｍ程度離れている。土坑墓

同士の重複はＢ群の方に顕著に見られ、長軸方向

は両群共に東西方向のものが卓越するが、Ｂ群に

は南北方向もやや多く認められる。平面形態は楕

円形・不整楕円形・長方形が多く、円形は少な

く、断面形は箱状のものが多数を占める。規模は
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長軸 90 ～ 140㎝、短軸 50 ～ 90㎝が一般的で、底

面に周溝・溝・ピットが付随するものが 25 基（総

数の 19％）、土坑墓内に礫を伴ったものが 11 基、

赤色顔料が検出された遺構が 13 基、人骨が出土

した土坑墓が２基（第８・96 号土坑墓）検出さ

れている。また石製の玉類が 20 基から出土して

おり、特に第 72 号土坑墓（Ｂ群）では 133 点の

玉が出土し、遺体に着装された装身具であったと

解釈されている。Ａ・Ｂ両群とも形態や年代に差

異は認め難いが、Ａ群では赤色顔料が検出された

土坑墓（Ａ群 12 基、Ｂ群１基）が多いのに対し、

Ｂ群では玉類の出土数が多いと言った特徴（Ａ群

８基 61 点、Ｂ群 12 基 231 点）が認められる（工

藤ほか　2009：38 頁）。なお土坑墓と重複した住

居跡はいずれも弥生時代の所産であり、縄文後期

後半には墓域と居住域が厳密に区分されていた。

土　坑　　土坑は住居帯の内側の内径 40 ｍから

外径 80 ｍの範囲で多く検出された。土坑の総数

は 1,192 基で、そのうち後期の土坑は 785 基であ

るが、時期特定の可能な土坑は少なく、後期後半

は 341 基に過ぎない（村木　2008：140 頁）。平

面形は不整円形や不整楕円形、断面は箱状や台形

状を呈し、規模は上端が 70 ～ 120㎝、深さ 50㎝

以下が多い。然程深くないが、貯蔵穴と考えられ

るフラスコ状土坑や円筒状土坑が多数を占めてお

り、その他に土坑墓や柱穴と思われる例も含まれ

ている。堅果類が出土した土坑は８基に過ぎない

が、第 330 号土坑（土坑墓Ａ群の西側）でトチノ

キ、第 663 号土坑（土坑墓Ｂ群の東側）でクルミ、

第 671 号土坑（土坑墓Ｂ群の東側）でクリが出土

した（図８）。

掘立柱建物跡　　掘立柱建物跡は住居帯の内側の

内径 55 ｍから外径 90 ｍの範囲で、１間×１間が

17 棟と１間×２間が５棟の計 22 棟が検出された

（村木　2008：135 頁）。前者は方形・長方形・台形・

菱形を呈し、大きさは 2.9 ～ 4.9 ｍで、後者は樽

形・長方形を呈し、短軸 3.3 ～ 5.2 ｍ、長軸 4.8 ～

6.2 ｍである。全体に柱間寸法は一定しておらず、

竪穴住居跡の主柱穴に比べ深く大きく、柱痕が認

められたものもある。住居帯との境界付近にいず

れも竪穴住居（十腰内４式古段階～同５式古段階）

を切って構築され、掘立柱建物同士の重複も顕著

で、大きく４箇所のブロックに分けることができ

る（図８）。そのうち３箇所は集落の南半に存し

ており、南東側８棟、南側４棟、南側～西側８棟

で構成され、斜面上位の北側は僅か２棟に過ぎな

い。また主軸方向が土坑墓群を向く傾向が見られ

るものの、求心性はあまり顕著でなく、主軸が明

確な亀甲形は存在しない。従って土坑墓群との対

応関係は不明瞭と言わざるを得ず、埋葬に関連し

た施設であったかどうかは判断できない。

竪穴住居跡　　竪穴住居跡は内径 60 ～ 70 ｍ、外

径 110 ～ 130 ｍの範囲に 187 棟（筆者の集計では

188 棟）が構築されていた。内側の住居は土坑墓

群より 10 ｍ以上離れており、上記した掘立柱建

物跡に切られている。住居同士の重複が著しく、

斜面上位の北側と下位の南側に集中するが、前者

の住居帯の幅が 20 ｍ程度であるのに対し、後者

の方は 30 ｍ程度と広い傾向が見られ、住居帯の

遺構数の粗密から、六つの住居群に分割すること

が可能と思われる（図８）。その内訳は、斜面上

位が「北側」（21 棟）と「東側」（13 棟）、「南東側」

（23 棟）のブロック、斜面下位が「北西側」（25 棟）

と「西側」（22 棟）、「南側」（84 棟）のブロックで、

「南側」ブロックが半数近くを占めるが、飽くま

で遺構の希薄な区域から便宜的に区分したに過ぎ

ず、分節構造注 1）を反映しているとは言い切れな

い。また多くの住居は長軸方向の外縁中央に出入

り口施設（平行した縦長の溝）を有するが、斜面

下方の南向きに設けられた例が多く、土坑墓群と

の対応関係は明確でない。

　風張 (1) 遺跡の縄文後期の竪穴住居跡について

村木淳氏は、出土土器（十腰内第Ⅲ～Ⅴ式相当）

からＡ・Ｂ・Ｃ類に三分している。古段階のＡ類

は刻目列を有する土器群、中段階のＢ類は刻目列

が縄文施文に変化した土器群、新段階のＣ類は

沈線間に等間隔に貼瘤や刺突等を持った土器

群注 2）であるが、住居形態はＡ類とＢ類に違いは

認められず、Ａ・Ｂ類とＣ類とに二分された（村

木　2005）。

　村木氏が指摘した古・中段階のＡ・Ｂ類の住居

跡（筆者の十腰内３式、同４式古・新段階）の特

徴は、以下の通りである。

　・円を縦に押しつぶしたような横長の楕円形を
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呈する。

　・横長の外縁中央には出入り口ピットが確認さ

れる。

　・炉は住居ほぼ中央から出入り口に寄った位置

に検出され地床炉である。

　・主柱穴は４本で炉を中心に囲むが、出入り口

付近のピットは間隔が狭く、奥が広い逆台形

状を呈する。

　・壁際には小ピットが巡らされている。

　一方、貼瘤や刺突列を施した新段階のＣ類の住

居跡（筆者の十腰内５式古・新段階）の特徴は、

以下のように指摘されている。なお出入り口施設

やその方向については、先行型式と同様である。

　・楕円形から円形に近づき、壁が浅くなる。　　

（もともと掘り方が浅いのか、削平されてい

るのか、後期末葉から晩期の住居はこのよう

な傾向がみられる）

　・炉は地床炉から石組み炉へ次第に変化する。

　上記したように風張 (1) 遺跡の住居形態は、十

腰内３・４式期と同５式期の間で大きな変化が存

しており、村木氏の集計では前者が 67 棟、後者

が 76 棟を数え（村木 2008：228 頁）、前者の住居

跡が集落の南側に偏在したのに対し、後者では土

坑墓群を均一に取り囲む傾向が認められる。規模

は長軸４～６ｍ程度が多く、長軸８ｍ超の大型住

居も９棟存するが、大型住居は後者に帰属する例

が多い注 3）。

４　風張 (1) 遺跡出土土器の型式区分

　風張 (1) 遺跡では竪穴住居跡の床面・覆土から

出土した土器を中心に、十腰内３式→同４式古段

階→同４式新段階→同５式古段階→同５式新段階

の５階梯の変遷を辿ることが可能である。詳細は

拙稿（小林圭一　2015）に譲り、以下では各型式

の器種毎の特徴を総括する（図９～ 12）。

（１）風張 (1) 遺跡出土の十腰内３式について（図

９－１～ 26）

　十腰内３式は、風張 (1) 遺跡の第 13・45・106・

144 号竪穴住居跡が指標となり、仙台湾地域の宝ヶ

峯３式、関東地方の加曽利 B3 式が併行関係にあ

り（表３）、第 144 号竪穴住居跡では「頬杖土偶」（図

13 －１）が出土している。当該型式の器種構成は、

深鉢形土器、鉢形土器、浅鉢形土器、壺形土器、

関東地方

小林圭一 田柄貝塚 磯崎正彦 小林圭一 中門亮太 関根達人 鈴木克彦

（小林2010） （手塚1986） （小林2015） （中門2013） （関根2005） （鈴木1997･98）

馬場瀬段階 十腰内5a式

東 北 中 部

（今井･磯崎1968）

十腰内第Ⅲ群 十腰内Ⅲ群段階 十腰内３式

東  北  北  部

十腰内３式
第Ⅲ群土器
（一部）

十腰内第Ⅴ群

（中門2013：79頁）を参照して作成

十腰内４式

加曽利B3式 宝ヶ峯３式

十腰内第Ⅳ群

第Ⅳ群土器

十腰内４式
新段階

第１期の土器群

瘤付第Ⅰ段階
（西ノ浜式）

曽 谷 式

安行２式
（古）

安行２式
（新）

第Ⅴ群土器
瘤付第Ⅱ段階
（金剛寺１式）

安行１式

安行3a式
（古）

十腰内４式
古段階

十腰内第Ⅵ群

大洞B1式
（十腰内６式）

十腰内Ⅳ群段階

滝端段階

瘤付第Ⅲ段階
（金剛寺2a式）

瘤付第Ⅳ段階
（金剛寺2b式）

十腰内第Ⅴ群
(古手のグループ)

大洞B1式 （＋）

第Ⅶ群土器

第Ⅵ群土器
十腰内５式

新段階

十腰内６式
（一部）

十腰内５式
古段階

十腰内６式
駒板式

第４期の土器群

第５期の土器群

第６期の土器群

中屋敷段階

（未命名段階）

駒板段階

第３期の土器群

十腰内5b･5c式

大洞B1式

風張式

大湊近川式

第２期の土器群

表３　東北地方縄文後期後半の編年研究の比較
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注口土器を基本とし、台付の異形土器や単孔土器

等が加わる。口縁部や屈曲部の刻目帯に特徴づけ

られ、クランク状の磨消文様が盛行する。縄文地

文では０段多条の同一原体の異方向回転による羽

状縄文が多用されるが、異原体による羽状縄文も

一定数存している。

　深鉢形・鉢形土器には、口頸部が直上したＡ類

（図９－９・14）と頸胴部界で屈折したＢ類（２・

３・５～７）、３段構成のＣ類（１）が存する。

主体を占めるのはＢ類であり、Ｃ類はその変異と

も言えるが少数でしかなく、十腰内２式に出現し

当該型式で姿を消す。いずれも体部には、パレッ

トナイフ状のネガ文様による磨消文様が幅広く展

開し、縄文部の占める割合が高くなっており、無

文部は一段低く作出される傾向が見られる。Ｂ類

の深鉢形土器は５単位（４～６単位）の大波状口

縁で、底部から体部にかけて緩やかに内彎して立

ち上がり、頸胴部界で強く屈折して、頸部は内彎

気味に外傾する。口端は丸味を持って内側に肥厚

したり、内削ぎ状に肥厚するが、波頂部は鋭角的

な山形や緩やかな花弁状を呈し、内側に強く肥厚

しており、波底部に小突起を配した例（１）も見

られる。口縁部と屈曲部には刻目帯が巡らされる

が、まだ貼瘤は認められない。頸部文様帯が無文

となり、体部がクランク状の磨消文様で構成され

るのが通例であるが、頸部に磨消文様が展開した

例（５）も存する。但し当該型式では、頸部と体

部の磨消文様が異なるモチーフで描出される。ま

た平縁の例（２）も存するが、口端には小突起が

配される。

　Ａ類の深鉢形・鉢形土器（９・10・14・19）は、

底部から直線的に外傾して立ち上がるバケツ形の

器形で、器高が口径より下回る例が多い。大半は

口端が画されず、体部文様が露出しており、パレッ

トナイフ状のネガ文様によるクランク状又はそれ

に類した磨消文様で構成される（９・14）。

　装飾鉢形土器では、頸胴部界が屈折し口頸部

が短く立ち上がる広口壺の器形が盛行する（12・

13）。口径と胴径が近似又は胴径が上回り、口縁

部と屈曲部に１～２列の刻目帯を巡らし、頸部が

無文、体部がクランク状の磨消文様で構成される。

13 のように刻目列が多条化（２列以上）した例

も認められる。

　粗製深鉢形土器は、底部から口縁部にかけて

直線的又は緩い内彎気味に外傾して立ち上がり

（11）、口端が肥厚した例が多い。器面は０段多条

の原体による斜行縄文が施されるが、異原体によ

る羽状縄文を施文した例も、第 106 号竪穴住居跡

で確認されている。また粗製の鉢形土器（４）の

器形についても、同様の特徴が指摘される。

　浅鉢形土器は器高が口径の 1/3 前後の比較的浅

い鉢形土器を指すが、料理用ボールの形状を呈

した椀形（16）や直線的に外傾した例（15）、高

台付（17）等が認められる。文様は曲線的な磨消

文様（16）や沈線文様（15）、無文（22）等が存

しており、また後続型式に特徴的な台付皿形土器

（26）も出現する。

　壺形土器は注口土器との区分が困難であるが、

球胴形の体部にパレットナイフ状のネガ文様によ

る曲線的な磨消文様が展開する（18・20）。注口

土器では、23 が後期中葉に特徴的な「宝ヶ峯型

注口土器」に該当する。短い口頸部と丸く球状を

呈した体部の２段作りで、体部に半肉彫的手法で

曲線文様（背向した弧線文様）が描出され、器面

全体が研磨され光沢を有する。24 は３段作りの

注口土器で、頸部が凸彎し、口縁部が短く直立し、

口端に小突起が配される。口縁部や凸彎部に刻目

帯が巡らされ、体部は木葉状の磨消文様で構成さ

れる。十腰内３式には注口土器に優品が多い点が

指摘されている（今井・磯崎　1968）。しかし当

遺跡に限っては、後続型式に見られる大型注口土

器の優品を指摘することができない。単孔土器は

３段作りの壺形の器形で、底部直上に円孔を持つ

が、体部には木葉状の繁縟化した磨消文様が展開

する（21）。なお壺形土器・注口土器・単孔土器

の体部中央や頸部には、他の器種に先駆けて瘤状

突起が現れるが、大粒で刻目を加えた貼瘤が多く

見受けられる（21・23・24）。

　台付異形土器（25）は口頸部・体部・脚部の３

段で構成され、体部中央には一対のラッパ状の突

出部とシンメトリーとなる「３」字状の磨消文様

が配される。関東地方の加曽利Ｂ式との共通性が

見られ、広域的な拡がりを持った器種であること

を示している。
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